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第４期岐阜県森林づくり基本計画
（令和４年度～令和８年度）を策定しました

森林サービス産業の推進 ＜森の中での健康増進ウォーキング＞
（森林の新たな価値の創造と山村地域の振興）

早生樹による再造林（森林づくりの推進） 県産材による非住宅建築物の木造化（林業・木材産業の振興）
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「白山白川郷ホワイトロード」が全線開通します

　白川村と石川県白山市を結ぶ山岳有料道路「白山白川郷ホワイトロード」は、６月中旬に全線開通します。
　この道路は、白山国立公園特別保護地域の山岳地帯を通過し、この季節、残雪と新緑の両方を楽しむことがで
きます。壮大な山々の風景や、渓谷から吹き上がる冷涼な空気が、爽やかな世界を感じさせてくれます。「白川郷
展望台」や「ブナ原生林遊歩道」での森林散策など、「白山白川郷ホワイトロード」の大自然をぜひお楽しみくだ
さい。
　なお、詳しい情報は、白山林道岐阜管理事務所にお尋ねいただくか、ホームページでご確認ください。

【森林保全課　水源林保全係】

※三方岩岳

通 行 料 金

お問い合わせ先

片道利用料金

1,400円

1,700円

5,000円

11,000円

   車種区分

軽自動車

普通自動車

マイクロバス

大型バス

白山林道岐阜管理事務所　ＴＥＬ／ＦＡＸ ０５７６９－６－１６６４
https://hs-whiteroad.jp/
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ご自由に お持ちください。

第４期岐阜県森林づくり基本計画
（令和４年度～令和８年度）を策定しました

森林サービス産業の推進 ＜森の中での健康増進ウォ―キング＞
（森林の新たな価値の創造と山村地域の振興）

早生樹による再造林（森林づくりの推進） 県産材による非住宅建築物の木造化（林業・木材産業の振興）

※状況により開催しない　可能性があります。

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

3月1日㈫～
5月31日㈫ 緑の募金（春期） 「緑の募金で進めようSDGｓ」をスローガンに家庭募金、

企業募金、職場募金などを行います。 公益社団法人岐阜県緑化推進委員会
TEL058-273-7577

未定 狩猟免許試験
狩猟免許取得のための試験を実施します。
●開催日時は未定（４月下旬頃までに県ＨＰにて公示）
※事前に申請書類等の提出が必要です。詳しくは右記

にお問い合わせください。

未定

各地域を所管する県事務所等、また
は環境生活政策課

（058-272-1111内線 2701）

森林・林業関係イベントカレンダー（3～6月）
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林
政
部
の
令
和
４
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額
は
、
１
８
７
億
１
千
９
０
１
万
７
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
約

５
千
２
０
０
万
円
、
率
に
し
て
０・
３
％
の
増
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

林
政
部
で
は
、
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る「
第
４
期
岐
阜
県
森
林
づ
く
り
基
本
計
画
」の
も
と
で
、「「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」の
未
来

を
支
え
る
森
林
づ
く
り
」に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

計
画
の
施
策
の
柱
は
３
本
あ
り
、
１
つ
目
は
、「
森
林
づ
く
り
の
推
進
」で
す
。
近
年
、
頻
発
化
、
激
甚
化
し
て
い
る
豪
雨
災
害

に
よ
り
、
森
林
・
林
業
分
野
で
も
多
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、「
災
害
に
強
い
循
環
型
の
森
林
づ
く
り
」を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
担
い
手
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、「
森
林
技
術
者
の
確
保
・
育
成
・
定
着
」に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

２
つ
目
は「
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
」で
す
。
昨
年
、
木
材
利
用
促
進
に
関
す
る
法
律
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
県
に
お
い
て
も
県
産
材
の
利
用
促
進
に
関
す
る
新
た
な
条
例
の
制

定
を
目
指
す
と
と
も
に
、
非
住
宅
建
築
物
の
木
造
化
等
に
向
け
た
相
談
窓
口
の
設
置
等
に
よ

り
、「
都
市
の
木
造
化
・
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
県
産
材
の
需
要
拡
大
」を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
等
の
影
響
に
よ
り
、
県
産
材
の
安
定
供
給
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
よ
る
林
業
・
木
材
産
業
改
革
」を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

３
つ
目
は「
森
林
の
新
た
な
価
値
の
創
造
と
山
村
地
域
の
振
興
」で
す
。
森
林
空
間
を
活
用

し
、
新
た
な
雇
用
と
収
入
を
生
み
出
す
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
育
成
す
る
ほ
か
、
森
や
木
に

親
し
む
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
県
内
各
地
で
実
施
す
る
な
ど
、「
ぎ
ふ
木
育
」の
全
県
展
開
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
次
の
と
お
り
林
政
部

の
組
織
を
改
正
し
て
お
り
ま
す
。

岐
阜
県
林
政
部
予
算
の
あ
ら
ま
し

令
和
４
年
度

の
目
的
に
沿
っ
た
森
林
整
備
等
に
対
し
て
助
成

３　

森
林
経
営
管
理
法
に
基
づ
く
市
町
村
に
よ
る
森
林
管
理
の
支

援

　

森
林
経
営
管
理
制
度
を
担
う
市
町
村
の
取
組
み
を
支
援
す
る
た

め
、
地
域
森
林
管
理
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
、
体
制
の
拡
充
や
、

森
林
情
報
を
提
供
す
る
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
運
用
等
を
行
い
ま
す
。

　

⑴
市
町
村
の
林
務
行
政
を
支
援
す
る「
地
域
森
林
管
理
支
援
セ
ン

タ
ー
」の
機
能
強
化�

（
２
９
，８
３
９
千
円
）

　

・
森
林
経
営
管
理
制
度
を
運
用
す
る
市
町
村
を
総
合
的
に
支
援

す
る
た
め
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
、
体
制
を
拡
充

　

⑵
森
林
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
共
有

（
１
４
，６
７
７
千
円
）

　

・
森
林
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
、
精
度
の
高
い

森
林
情
報
を
市
町
村
へ
提
供

　

⑶
自
伐
林
家
が
行
う
森
林
整
備
へ
の
支
援�

�

（
２
０
，０
０
０
千
円
）

　

・
自
伐
林
家
等
中
小
規
模
森
林
所
有
者
が
行
う
除
伐
、
間
伐
及

び
作
業
道
開
設
等
の
森
林
整
備
に
対
し
て
助
成

４　
森
林
技
術
者
の
確
保
・
育
成
・
定
着

　
「
森
の
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぎ
ふ
」を
核
と
し
た
就
業
の
斡
旋

に
加
え
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
に
よ
る
就
業
促
進
、
造
林
を
担
う
人
材

確
保
を
行
う
と
と
も
に
、
森
林
技
術
者
の
安
全
を
確
保
し
定
着
率

を
高
め
る
た
め
、
労
働
安
全
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

⑴
新
規
就
業
者
へ
の
支
援（
県
内
へ
の
移
住
支
援
）

（
９
，７
５
０
千
円
）

　

・
県
内
で
林
業
に
従
事
す
る
た
め
に
県
外
か
ら
移
住
し
た
者
を

対
象
に
、
移
住
支
援
金
を
給
付

　

⑵
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
の
操
作
研
修
の
開
催�

（
１
，７
５
５
千
円
）

　

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
扱
う
技
術
者
の
育
成
と
林
業
現
場
へ
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
早
期
普
及
を
図
る
た
め
、
林
業
事
業
体
を
対
象
と
し
た

研
修
会
を
開
催

　

⑶
労
働
災
害
撲
滅
に
向
け
た
協
議
会
の
設
立
、
労
働
災
害
レ
ス

キ
ュ
ー
訓
練
の
実
施�

（
１
，２
３
１
千
円
）

　

・
林
業
労
働
災
害
の
撲
滅
を
図
る
協
議
会
を
設
置
し
、
巡
回
指

導
や
講
習
会
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
作
業
現
場
に
お
け
る

労
働
災
害
時
の
レ
ス
キ
ュ
ー
訓
練
を
実
施

新
⑷
造
林
保
育
専
門
会
社
等
設
立
へ
の
支
援�

（
３
，７
８
０
千
円
）

　

・
新
設
の
造
林
保
育
専
門
会
社
等
を
対
象
に
、
起
業
支
援
金
の

給
付
と
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
経
費
を
助
成

重
点
施
策
：
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興

５　

都
市
の
木
造
化
・
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
県
産
材
の

需
要
拡
大

　

木
材
利
用
促
進
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

建
築
物
全
体
で
の
木
造
化
・
木
質
化
や
化
石
燃
料
の
代
替
と
し
て

の
木
材
利
用
の
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
建
築
物
な
ど
へ

の
県
産
材
利
用
や
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
を
拡
大
し
、
都
市
の

木
造
化
・
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

新
⑴「
ぎ
ふ
木
の
国
・
山
の
国
木
材
利
用
促
進
条
例（
仮
称
）」の
制

定

　

・
県
民
や
民
間
企
業
の
県
産
材
利
用
に
対
す
る
理
解
の
醸
成
を

図
る
た
め
条
例
を
制
定

以
下
、
主
な
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

重
点
施
策
：
森
林
づ
く
り
の
推
進

１　
激
甚
化
す
る
災
害
に
備
え
た
山
地
防
災
力
の
維
持
・
強
化

　

近
年
の
気
候
変
動
に
よ
り
、
頻
発
化
、
激
甚
化
の
傾
向
に
あ
る

豪
雨
災
害
か
ら
、
県
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
林
業
の
振
興
を
図

る
た
め
、
治
山
施
設
と
森
林
整
備
を
組
み
合
わ
せ
た
総
合
的
な
山

地
防
災
力
の
強
化
と
災
害
に
強
い
森
林
作
業
道
の
整
備
を
推
進
し

ま
す
。

　

⑴
治
山
施
設
と
森
林
整
備
を
組
み
合
わ
せ
た
山
地
防
災
対
策

（
事
前
防
災
地
区
）の
全
県
展
開�

（
５
７
９
，２
２
４
千
円
）

　

・
市
町
村
や
事
業
体
と
連
携
し
た
事
前
防
災
地
区
を
設
定
し
、

間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
と
、
土
石
や
流
木
を
捕
捉
す
る
ス
リ
ッ

ト
ダ
ム
の
設
置
等
の
治
山
対
策
を
総
合
的
に
実
施

　

⑵
対
策
が
必
要
な
山
地
災
害
危
険
地
区
の
整
備

（
１
，４
２
４
，２
７
５
千
円
）

　

・
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策

と
し
て
治
山
事
業
を
実
施
し
、
山
地
災
害
危
険
地
区
の
整
備

を
推
進

　

⑶
治
山
施
設
の
機
能
強
化
と
長
寿
命
化（

４
１
１
，２
７
９
千
円
）

　

・
治
山
施
設
個
別
施
設
計
画
に
基
づ
き
既
存
治
山
施
設
を
維
持

修
繕
す
る
と
と
も
に
、
機
能
強
化
対
策
を
推
進

新
⑷
災
害
に
強
い
作
業
道
づ
く
り（
機
能
強
化
支
援
）

新
⑵
非
住
宅
建
築
物
の
木
造
化
等
に
向
け
た
相
談
窓
口
の
設
置
と

人
材
の
育
成�

（
７
，８
０
８
千
円
）

　

・「
非
住
宅
建
築
相
談
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）」を
設
置
し
、
木
造
化

等
を
計
画
す
る
民
間
企
業
等
に
技
術
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
現

地
指
導
を
実
施

　

⑶
県
産
材
を
活
用
し
た
住
宅
の
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
支
援 

�

（
８
８
，８
０
０
千
円
）

　

・
構
造
材
や
内
装
材
に
県
産
材
を
一
定
量
以
上
使
用
し
、
木
造

住
宅
を
新
築
又
は
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
建
築
主
に
助
成

　

⑷
県
産
材
を
活
用
し
た
新
工
法
開
発
等
へ
の
支
援

 （
１
０
，０
０
０
千
円
）

　

・
県
産
材
を
活
用
し
た
新
工
法
、
新
製
品
の
研
究
、
開
発
に
取

り
組
む
事
業
者
に
助
成

　

⑸
地
産
地
消
型
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
施
設
の
導
入
支
援

 （
３
４
，９
５
５
千
円
）

　

・
公
共
施
設
や
多
く
の
県
民
が
利
用
す
る
商
業
・
観
光
施
設
等

に
お
け
る
木
質
資
源
利
用
ボ
イ
ラ
ー
、
ス
ト
ー
ブ
等
の
導
入

経
費
を
助
成

６　

需
要
に
合
わ
せ
柔
軟
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
木
材
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
構
築

　

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
等
に
よ
り
県
産
材
の
安
定
供
給
が
求
め
ら
れ

て
い
る
た
め
、
木
材
生
産
か
ら
加
工
流
通
過
程
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
、

そ
の
情
報
を
元
に
需
給
調
整
を
行
う
体
制
の
構
築
、
品
質
の
確
か

な
製
材
品
の
増
産
を
支
援
し
、
木
材
需
要
の
変
化
に
迅
速
に
対
応

す
る
木
材
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

　

⑴
工
務
店
等
の
Ｖ
Ｒ
技
術
を
活
用
し
た
販
路
拡
大
等
へ
の
支
援 

�

（
１
０
，０
０
０
千
円
）

　

・
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
販
路
拡
大
体
制
の
構
築
を
行
う
事

業
者
や
、
Ｖ
Ｒ
技
術
等
を
活
用
し
て
営
業
力
強
化
に
取
り
組

む
工
務
店
等
に
対
し
助
成

新
⑵
木
材
事
業
者
等
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
業
務
改
善
等
へ
の

支
援�

（
８
，５
０
０
千
円
）

　

・
生
産
工
程
管
理
、
在
庫
管
理
、
需
給
情
報
、
配
送
シ
ス
テ
ム

等
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
む
事
業
者
を
支
援

　

⑶
川
上
、
川
中
、
川
下
が
連
携
し
た
組
織
が
行
う
木
材
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
へ
の
支
援�

 （
３
，０
０
０
千
円
）

　

・
住
宅
の
建
築
情
報
と
原
木
や
木
材
製
品
の
生
産
・
在
庫
情
報

を
一
元
管
理
し
、
適
正
価
格
で
の
原
木
調
達
や
木
材
の
需
給

調
整
を
円
滑
に
行
う
体
制
を
構
築
す
る
団
体
に
対
し
助
成

　

⑷
輸
入
材
か
ら
県
産
材
へ
の
切
り
替
え
の
た
め
に
必
要
な
Ｊ
Ａ

Ｓ
規
格
製
品
生
産
拡
大
へ
の
支
援 �

（
８
２
４
，０
０
０
千
円
）

　

・
県
産
材
の
高
品
質
化
や
輸
入
材
の
代
替
と
な
る
品
質
、
性
能

が
証
明
さ
れ
た
木
材
製
品
の
安
定
供
給
体
制
を
強
化
す
る
た

め
、
木
材
加
工
施
設
等
の
整
備
に
対
し
助
成

７　
木
材
の
安
定
供
給
と
森
林
所
有
者
へ
の
利
益
還
元

　

安
定
的
か
つ
効
率
的
に
木
材
を
生
産
し
、
森
林
所
有
者
へ
の
利

益
還
元
を
進
め
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
と
機
械
化
に
よ
る
林
業
事
業

体
の
生
産
性
向
上
と
、
木
材
の
安
定
供
給
体
制
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

新
⑴
森
林
内
の
通
信
環
境
向
上
の
推
進�

（
７
，８
０
０
千
円
）

　

・
携
帯
電
話
の
圏
外
で
も
通
信
可
能
な
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
通
信
機
器
を

県
農
林
事
務
所
へ
配
備

　

⑵
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
・
レ
ン
タ
ル
支
援

（
５
，０
０
０
千
円
）

　

・
既
設
森
林
作
業
道
に
つ
い
て
、
路
盤
や
排
水
処
理
施
設
の
整

備
等
機
能
強
化
を
支
援
し
、
安
全
性
や
耐
久
性
を
向
上

２　

１
０
０
年
先
を
見
据
え
た
森
林
づ
く
り
の
方
向
性
と
仕
組
み

づ
く
り

　

森
林
配
置
区
分
ご
と
の
施
業
指
針
を
策
定
し
、
計
画
に
沿
っ
た

森
林
づ
く
り
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
、
主
伐
・
再
造
林
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

⑴
脱
炭
素
社
会
に
貢
献
す
る
森
林
づ
く
り
へ
の
支
援

（
２
３
３
，０
６
４
千
円
）

　

・
主
伐
・
再
造
林
へ
の
重
点
的
支
援
に
よ
り
、
森
林
の
若
返
り

や
造
林
未
済
地
の
解
消
等
を
促
進

　

⑵
Ｃ
Ｏ
2
吸
収
量
が
多
い
早
生
樹
の
導
入
促
進

（
４
，７
９
３
千
円
）

　

・
Ｃ
Ｏ
2
吸
収
量
が
多
い
早
生
樹
の
施
業
体
系
の
確
立
等
を
図

り
、
導
入
を
促
進
す
る
た
め
生
育
状
況
の
分
析
な
ど
の
実
証

試
験
を
実
施

　

⑶
木
材
生
産
林
や
針
広
混
交
林
へ
誘
導
す
る
森
林
整
備
基
準
の

策
定
と
、
森
林
配
置
区
分
に
応
じ
た
森
林
整
備
へ
の
支
援

（
３
，８
０
１
，５
７
０
千
円
）［
一
部
再
掲
］

　

・「
環
境
保
全
林
」に
お
け
る
人
工
林
の
針
広
混
交
林
化
の
た
め

の
施
業
方
法
の
確
立
及
び
森
林
配
置
区
分
ご
と
の
施
業
指
針

づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
森
林
配
置
区
分
そ
れ
ぞ
れ

所属名
林政課
森林活用推進課（新設）

森林吸収源対策室（新設）
県産材流通課

木造建築推進室（新設）
森林経営課（森林整備課を改称）

林業経営改革室
森林保全課（治山課を改称）
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●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ O58-272-8470 林政課まで

「第４期岐阜県森林づくり基本計画」を策定しました
　県では、平成18年に制定した「岐阜県森林づくり基本条例」に基づき、５年間を計画期間とする「第４期岐阜県森林づくり基本
計画」を策定し、本年度から新たにスタートしました。
　第１期基本計画では、「植えて・育て・伐って・利用する資源循環型の『生きた森林づくり』」、第２期基本計画では、「守って、活
かす、環境保全型の『恵みの森林づくり』」、第３期基本計画では、「地域ごとの望ましい森林への転換を目指す『100年先の森林
づくり』」に取り組んできました。第４期基本
計画では、これまでの取組みに加え、頻発化・
激甚化する災害への対応や、世界的な目標で
あるＳＤＧｓの達成、2050年カーボンニュー
トラルの実現、ＤＸ（デジタル・トランスフォー
メーション）の推進など、社会情勢の変化や新
たな時代の潮流に的確に対応することを目指
します。
　また、計画の策定に当たっては、林業関係者
等からの意見聴取や、パブリックコメントの実
施などにより、700件を超えるご意見をいただ
くとともに、有識者会議等で議論を重ねてきま
した。こうした経緯を踏まえて策定した第４期
計画の全体像は次のとおりとなります。
　主な施策は、今後３回に分けてご紹介しま
す。また県のホームページでも詳細を公開して
いますのでご覧ください。

【林政課　村土秀巳】

１　災害に強い循環型の森林づくり

⑴　激甚化する災害に備えた山地防災力の維持・強化

⑵　１００年先を見据えた森林づくりの方向性と仕組みづくり

⑶　森林経営管理法に基づく市町村による森林管理の支援

２　森林技術者の確保・育成・定着

３　都市の木造化・脱炭素社会の実現に向けた県産材の需要拡大

４　DXの推進による林業・木材産業改革

⑴　需要に合わせ柔軟かつ迅速に対応する木材サプライチェーンの構築

⑵　木材の安定供給と森林所有者への利益還元

５　森林空間等を活用した森林サービス産業の育成による山村振興

⑴　新たな雇用と収入を生み出す森林サービス産業の育成

⑵　「ぎふ木育３０年ビジョン」の実現に向けた「ぎふ木育」の新たな展開

６　きのこなどの特用林産物の振興

〜
森
林
を「
守
り
」「
活
か
し
」「
親
し
む
」魅
力
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
を
目
指
し
て
〜

森
林
づ
く
り
の
推
進

振
興

林
業・木
材
産
業
の

山
村
地
域
の
振
興

価
値
の
創
造
と

森
林
の
新
た
な

施策の柱施策区分基本方針

第４期基本計画の全体像

「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」の
未
来
を
支
え
る
森
林
づ
く
り

（全４回）
1

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

�

（
３
６
，１
７
７
千
円
）

　

・
林
業
事
業
体
が
高
性
能
林
業
機
械
を
導
入
、
レ
ン
タ
ル
す
る

た
め
の
経
費
を
支
援

　

⑶
生
産
性
向
上
に
向
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
導
入
支
援

（
７
，０
０
０
千
円
）

　

・
効
率
化
と
省
力
化
、
安
全
性
向
上
を
図
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
を

活
用
す
る
林
業
事
業
体
に
対
し
、
導
入
、
レ
ン
タ
ル
経
費
を

助
成

　

⑷
林
道
等
路
網
整
備
の
推
進�

（
１
，７
０
６
，１
７
２
千
円
）

　

・
市
町
村
が
行
う
林
道
の
整
備
に
対
し
て
助
成
す
る
と
と
も
に
、

基
幹
的
な
林
道
及
び
林
業
専
用
道
を
県
が
代
行
し
て
整
備

　

⑸
架
線
集
材
技
術
の
研
修
・
普
及�

（
５
，５
０
０
千
円
）

　

・
林
業
架
線
作
業
主
任
者
養
成
に
向
け
た
講
習
や
油
圧
式
集
材

機
の
操
作
研
修
等
を
実
施

重
点
施
策
：
森
林
の
新
た
な
価
値
の
創
造
と

　
　
　
　
　
山
村
地
域
の
振
興

８　

新
た
な
雇
用
と
収
入
を
生
み
出
す
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
育

成

　

山
村
地
域
の
活
性
化
の
た
め
、
森
林
空
間
を
活
用
し
た
森
林
サ
ー

ビ
ス
産
業
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、

森
林
吸
収
源
対
策
の
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
の
検
討
等
を
行
い
ま

す
。

新
⑴
森
林
空
間
の
活
用
を
促
進
す
る「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
推
進

協
議
会（
仮
称
）」の
設
立�

（
３
，７
０
０
千
円
）

　

・
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
取
り
組
む
事
業
者
を
増
や
す
た
め
、

先
進
事
例
の
紹
介
や
専
門
家
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
推
進
母
体
と
し
て
企
業
、
団
体
、
市
町
村
等
で

構
成
す
る
協
議
会
を
設
立

　

⑵
森
林
空
間
を
活
用
し
た
施
設
整
備
へ
の
支
援

�

（
３
６
，５
０
０
千
円
）

　

・
森
林
の
有
す
る
保
健
文
化
機
能
の
維
持
増
進
や
生
活
環
境
保

全
林
の
安
全
性
、
利
便
性
向
上
の
た
め
、
市
町
村
に
対
し
て

施
設
の
設
置
や
改
修
経
費
を
支
援

新
⑶
森
林
吸
収
源
対
策
の
岐
阜
県
モ
デ
ル
構
築
に
向
け
た
調
査
・

研
究�

（
６
，８
９
７
千
円
）

　

・
森
林
の
Ｃ
Ｏ
2
吸
収
量
の
評
価
手
法
、
オ
フ
セ
ッ
ト
ク
レ
ジ
ッ

ト
に
よ
り
得
ら
れ
る
収
益
を
森
林
整
備
に
充
て
る
仕
組
み
を

調
査
、
研
究

新
⑷
Ｊ‒

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
普
及
・
啓
発
、
県
営
林
に
お
け
る
Ｊ‒

ク

レ
ジ
ッ
ト
の
取
得�

（
６
，３
０
３
千
円
）

　

・
Ｊ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
認
証
取
得
に
関
す
る
普
及
、
啓
発
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
県
営
林
に
お
い
て
Ｊ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
の

認
証
を
取
得

９　

ぎ
ふ
木
育
30
年
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
た「
ぎ
ふ
木
育
」の

新
た
な
展
開

　

森
林
・
林
業
に
対
す
る
県
民
の
意
識
を
醸
成
す
る
た
め
、
木
育

の
総
合
拠
点「
ぎ
ふ
木
遊
館
」と
森
林
教
育
の
総
合
拠
点「
森
林
総
合

教
育
セ
ン
タ
ー（
m
o
r
i
n
o
s
）」を
核
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
世

代
の
県
民
に
対
し
、
森
や
木
に
親
し
み
、
森
と
の
つ
な
が
り
や
森

林
文
化
の
豊
か
さ
を
段
階
的
、
継
続
的
に
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
ま

す
。

　

⑴「
ぎ
ふ
木
遊
館
」と「
m
o
r
i
n
o
s
」を
拠
点
と
し
た「
ぎ
ふ

木
育
」の
全
県
展
開�

（
８
５
，０
６
８
千
円
）

　

・「
ぎ
ふ
木
遊
館
」や「
m
o
r
i
n
o
s
」に
お
い
て
、
魅
力
的

で
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
、
実
施

　

・
各
地
の「
ぎ
ふ
木
育
ひ
ろ
ば
」で
木
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
う「
移

動
型
ぎ
ふ
木
遊
館
」や
、
学
校
等
に
出
向
い
て
森
に
親
し
む
体

験
活
動
を
行
う「
森
の
出
番
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施

　

・
新
た
な
地
域
拠
点
の
整
備
に
向
け
た
調
査
・
検
討
を
実
施

　

⑵「
ぎ
ふ
木
育
」の
指
導
者
育
成�

（
４
，５
７
５
千
円
）

　

・「
ぎ
ふ
木
遊
館
」や「
m
o
r
i
n
o
s
」に
お
い
て
、
森
や
木

に
親
し
む
体
験
に
係
る
指
導
者
の
養
成
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

向
け
た
研
修
を
実
施
す
る
ほ
か
、
県
内
各
地
で
指
導
者
養
成

研
修
を
実
施

　

⑶
地
域
で
活
躍
す
る
団
体
・
指
導
者
等
と
の
連
携
促
進

�

（
３
４
，６
２
３
千
円
）

　

・
自
然
体
験
活
動
等
を
実
施
し
て
い
る
団
体
等
と
の
連
携
を
強

化
す
る
た
め
交
流
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
幼
稚
園
・
保
育
園

や
小
中
高
等
学
校
、
市
町
村
等
が
行
う
、
森
や
木
に
親
し
む

体
験
・
学
習
活
動
を
支
援

10　
き
の
こ
な
ど
の
特
用
林
産
物
の
振
興

　

き
の
こ
生
産
資
材
の
安
定
供
給
、
新
規
生
産
者
の
確
保
、
安
全
・

安
心
で
高
品
質
な
き
の
こ
類
の
生
産
、
大
都
市
圏
や
海
外
へ
向
け

た
販
路
拡
大
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

⑴
き
の
こ
生
産
資
材
の
安
定
供
給
に
向
け
た
支
援 

�

（
１
，４
４
０
千
円
）

　

・
生
産
者
団
体
の
生
産
資
材
購
入
費
用
に
対
し
助
成

　

⑵
き
の
こ
生
産
の
新
規
参
入
者
へ
の
経
営
支
援

�
 （

２
，０
０
０
千
円
）

　

・
生
産
開
始
直
後
の
経
営
安
定
化
の
た
め
の
給
付
金
を
支
給

⑶「
ぎ
ふ
清
流
Ｇ
Ａ
Ｐ
」等
の
取
得
や
実
践
に
必
要
な
施
設
整
備
へ

の
支
援�

 （
５
，０
０
０
千
円
）

　

・
き
の
こ
生
産
者
に
よ
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
等
の
認
証
取
得
に
必
要
な
施

設
整
備
に
対
し
助
成

　

⑷
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
実
施
な
ど
都
市
部
や
海
外
に
向
け

た
き
の
こ
の
販
路
拡
大
へ
の
支
援 �
（
４
，３
０
０
千
円
）

　

・
国
内
や
海
外
で
の
販
路
開
拓
の
取
組
み
に
対
す
る
支
援
や
、

き
の
こ
の
生
産
・
流
通
事
業
者
と
飲
食
店
や
ホ
テ
ル
等
の
需

要
者
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施

11　
「
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境
税
」を
活
用
し
た
自
然
環
境
の

保
全
・
再
生

　

管
理
不
足
の
森
林
の
増
加
、
外
来
生
物
の
繁
殖
、
水
環
境
の
悪

化
な
ど
に
よ
り
、
森
林
や
河
川
の
持
つ
公
益
的
機
能
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境
税
」を
活

用
し
、
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
に
向
け
た
取
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

⑴
森
林
部
門�

（
８
５
２
，９
１
３
千
円
）［
一
部
再
掲
］

　

・
奥
地
水
源
林
の
間
伐
、
危
険
な
樹
木
の
除
去
、
造
林
未
済
地

等
で
の
早
生
樹
の
植
栽
等
の
森
林
整
備
を
支
援

　

・
自
然
環
境
保
全
の
た
め
の
人
づ
く
り
等
を
推
進
す
る
た
め
、

啓
発
効
果
の
高
い
公
共
施
設
等
の
木
造
化
・
内
装
木
質
化
に

対
す
る
支
援
や
、
森
や
木
、
川
に
関
す
る
環
境
教
育
等「
ぎ
ふ

木
育
」の
推
進
等
を
実
施

　

⑵
共
通
部
門�

（
３
３
，５
０
０
千
円
）

　

・
地
域
団
体
が
実
施
す
る
自
然
環
境
保
全
の
取
組
み
を
支
援
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　岐阜県では、将来の森林づくりを担う子どもたちに対し、木材利用や環境保全に対する理解を深めるとともに『ぎふ木育』の取組
みを進めるため、ぎふの木のおもちゃや、木製品キット等を導入する際の経費の一部を補助し、木育教材の導入を支援しています。 
　10年目となる令和3年度は、14市10町、計56施設に対し木育教材導入の支援を行いました。

　木の教材（木のおもちゃ）を導入した施設の方から、「子どもたちに好評で楽しんでもらえた、今後も木育の活動を取り入れたい」
という声をたくさんいただいています。
　他にも、「木育や木について、保護者に知ってもらう良い機会になった」という意見もいただいており、本事業ではおもちゃで遊
ぶ子どもに対しての教育面での効果のみならず、保護者に対しても木育、ぎふの木に関心をもっていただける機会となっています。

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-8821　森林活用推進課まで

❶対象事業者　市町村、学校法人、社会福祉法人、一般社団法人、医療法人、子育て関連のＮＰＯ法人等
❷対象施設　幼稚園、保育所、認定こども園、小中学校、義務教育学校、市立特別支援学校、
　　　　　　児童福祉施設、地域子育て支援拠点施設、認可外保育所、託児所、
　　　　　　保育・幼児教育等の学科を有する大学等
❸対象となる教材　（1）木のおもちゃ　（2）木製品キット　など
　※ぎふ証明材で作られたものであることの証明が必要なため、事前に販売者に確認してください。
❹補助金額　導入経費の1/2以内（木のおもちゃ等の導入は、100千円/施設が上限。木製品キットの導入

は、3千円/キットが補助対象経費の上限）。ただし、以下の場合は特例あり。
　●「ぎふ木育教室」を実施する場合の木製品キットの導入
　　導入経費が20千円以下の部分は10/10以内、20千円を超える部分は1/2以内の額。
　　（3千円/キットが補助対象経費の上限）
　　※令和４年度「ぎふ木育教室」の募集は終了しています。
　●「ぎふ木育ひろば」認定時の木のおもちゃ等の導入
　　導入経費の10/10以内。 （100千円/施設が上限） 
　●「ぎふ木育ひろば地域支援拠点」認定時の木のおもちゃ等の導入
　　導入経費の10/10以内。（200千円/施設が上限）
　　※振込手数料、送料は補助対象経費に含めません。
❺申請方法　4月1日以降に、交付申請書を提出してください。　　　　　　　
❻受付期間　令和4年4月1日（金）～令和5年1月31日（火）
　※予算額に達した時点で受付を締め切ります。
❼留意事項　県からの交付決定通知の後に注文するものが対象となります。
　※購入の注文をした後での補助申請は認められません。

ぎふの木育教材導入支援事業　事業概要

ぎふの木育教材導入支援事業
～ぎふの木のおもちゃ・木製品キット等の導入経費の一部を補助します！～

木のおもちゃ等の木育教材に興味がある、木育教材を取り入れたいと考えている施設の方は、下記連絡先まで気軽にご相談ください。

また、岐阜県ＨＰでも本事業について紹介しておりますので、「木育のいっぽ」で検索ください ☞ 検索木育のいっぽ

「さるぼぼ」をモチーフに
した積み木「つみぼぼ」

自分で作って遊べる
おもちゃもあります

木の種類によって、
色も匂いも手触りも違います

MORINOTAYORI5
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フジの花

201

　

山
を
薄
紫
色
に
彩
る
フ
ジ
の
花
。

　

古
い
文
献
に
は
「
フ
ヂ
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
名
の
由
来
は
風
が

吹
く
度
に
花
が
散
る
「
吹
き
散
る
」
を

意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
日
本
で
は
漢
字
で
「
藤
」
と
記

さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
中
国
で
シ
ナ
フ

ジ
を
「
紫
藤
」
と
表
記
し
て
い
た
こ
と

に
由
来
す
る
そ
う
で
す
。

　

フ
ジ
（W

isteria floribunda

）
は

本
州
、
四
国
、
九
州
に
分
布
し
、
別
名

ノ
ダ
フ
ジ（
野
田
藤
）と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

野
田
と
は
摂
津
国
野
田
村
（
現
在
の
大

阪
市
）
が
フ
ジ
の
名
所
で
あ
っ
た
こ
と

に
由
来
し
、関
西
で
は「
吉
野
の
サ
ク
ラ
、

高
雄
の
モ
ミ
ジ
、
野
田
の
フ
ジ
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。

　

ツ
ル
は
樹
木
な
ど
に
左
巻
き
に
巻
き

付
い
て
登
り
、
光
を
求
め
て
樹
冠
で
繁

茂
す
る
好
日
性
植
物
で
、
夜
間
は
葉
を

閉
じ
ま
す
。

　

多
く
の
花
を
付
け
た
花
序
は
長
さ
20

～
90
㎝
に
も
な
り
、
花
は
生
の
ま
ま
サ

ラ
ダ
や
天
ぷ
ら
、
シ
ロ
ッ
プ
漬
け
に
し

て
食
べ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
マ
メ
科
植

物
は
レ
ク
チ
ン
（lectin

）
を
中
心
と
し

た
配
糖
体
の
毒
性
が
含
ま
れ
る
た
め
、

多
量
に
摂
取
す
る
と
お
う
吐
、
下
痢
、

胃
痛
な
ど
を
発
症
す
る
の
で
細
心
の
注

意
を
は
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
に
、
樹
皮
や
莢
に
は
ウ
イ
ス

タ
リ
ン
（w

istarin

）、
種
子
に
は
有
毒

性
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
の
一
種
で
あ
る
シ
チ

シ
ン
（cytisine

）
が
存
在
す
る
と
い
う

報
告
も
あ
り
ま
す
。
十
分
加
熱
処
理
し

て
い
な
い
種
子
を
食
べ
る
と
食
中
毒
す

る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

実
際
に
私
は
今
か
ら
30
年
ほ
ど
前

に
、
し
っ
か
り
火
を
通
さ
な
か
っ
た
フ

で
調
べ
る
と
、１
９
６
１
年
出
版
の
『
牧

野
新
日
本
植
物
図
鑑
』
や
１
９
７
１
年

出
版
の
『
原
色
日
本
植
物
図
鑑
・
木
本

編
Ⅰ
』
で
は
フ
ジ
は
右
巻
き
、
ヤ
マ
フ

ジ
は
左
巻
き
で
し
た
が
、
１
９
８
９
年

出
版
の
『
日
本
の
野
生
植
物 

木
本
Ⅰ
』

や
２
０
１
６
年
出
版
の
『
改
訂
新
版 

日

本
の
野
生
植
物 

2
』
で
は
フ
ジ
が
左
巻

き
、
ヤ
マ
フ
ジ
が
右
巻
き
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ツ
ル
の
巻
き
方
を
上
か
ら
見
る
か
、

下
か
ら
見
る
か
が
統
一
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
歴
史
を
、
フ
ジ
を
通
し
て
感
じ

る
の
で
す
。

ジ
の
種
子
を
仲
間
と
一
緒
に
食
べ
、
お

う
吐
に
苦
し
ん
だ
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　

花
の
交
配
は
主
に
ク
マ
バ
チ
に
頼
っ

て
お
り
、
莢
が
乾
燥
し
て
よ
じ
れ
、
裂

開
す
る
こ
と
で
種
子
を
飛
び
散
ら
せ
ま

す
。
寺
田
寅
彦
は
随
筆
『
藤
の
実
』
に
、

フ
ジ
の
種
子
が
莢
か
ら
飛
び
出
し
て
10

ｍ
近
く
離
れ
た
障
子
に
当
た
っ
た
こ
と

を
記
し
て
お
り
、
そ
の
後
の
研
究
か
ら

秒
速
61
・
3
ｍ
で
飛
ん
で
い
く
こ
と
を

割
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
フ
ジ
と
言
え
ば
、
多
く
の
人
が

フ
ジ
と
ヤ
マ
フ
ジ
を
混
同
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

フ
ジ
は
ツ
ル
が
左
巻
き
で
、
花
序
が

長
く
、
花
は
花
序
の
根
元
の
方
か
ら
順

に
咲
き
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
ヤ
マ
フ
ジ
（W

isteria 

brachybotrys

）
は
、
東
海
地
方
以
西

か
ら
四
国
、
九
州
の
比
較
的
暖
か
い
場

所
に
多
く
分
布
し
ま
す
。
ツ
ル
は
フ
ジ

と
は
反
対
方
向
の
右
巻
き
で
、
花
序
は

15
～
25
㎝
と
フ
ジ
よ
り
も
短
い
で
す
が
、

花
は
フ
ジ
よ
り
も
大
き
く
一
斉
に
咲
き

ま
す
。

　

こ
の
ツ
ル
の
巻
き
方
に
つ
い
て
図
鑑

▲短い薄紫色の花序を付けるヤマフジ
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

　私の日課は散歩。健康を維持するためだ。歩く時間は1時間
以上。歩数は最低8000歩。歩く場所は標高170ｍの伊木山登
山道か自宅周辺。これを十数年前から続けている。当初は体力
があり楽に歩けたが、歳とともにきつくなってきた。特に伊木山。
登って行くのに息が上がり、苦しくなってくるのだ。それで、ラ
ジオを聞きながらゆっくり登り始めた。このお陰で、前より足が
軽くなったような気がする。伊木山頂上からは御嶽、恵那山、
伊吹山や木曽川が一望でき、実に心地よい。2022年3月12日。
この日の散歩は伊木山だ。登山口でラジオを入れた。すると11
年前に起きた東日本大震災の追悼番組をやっていた。あの震災
からもう11年も経ったのか。月日の経つのは早いものだと、当
時のことを思い出した。ラジオから聞こえてくるのは、当時被害
にあった家族の悲しい声。心が痛んだ。少し登ったら小さな虫
の集団が目の前に現れ、舞いまった。メマトイだった。久しぶり
に目にしたこの小さな虫。懐かしくなった。

×　　×　　×　　×
　私がこの虫を知ったのは高校生の時。裏山へ行くとこの小さ
な虫が目の前を飛び回るからである。ある日理科の先生から、
この虫は目の前にまとわりつくから「メマトイ」というのだと教
えてもらった。その後、昆虫採集に出かけるとよくまとわりつか
れた。しかし「また出てきたか」と手で追い払うだけ。気には
ならなかった。ところがこの日のメマトイ。実にしつこい。払い
のけても払いのけても、次々と攻撃？してくる。まさにメマトイ
であった。下りも同じだった。次々と攻撃してくるのだ。なぜ、
目の前に出てくるのか。この機会にいろいろ試してみた。目を
つぶり、しばらくして開ける。メマトイはいない。しかし、すぐ
に攻撃してくる。歩いている途中で後ろ向きになる。メマトイは
いないが、すぐにまとわりついてくる。やはり黒い眼の玉をねらっ
てくるのかと思った。となると、目が茶色の外国人は攻撃されな
いのだろうか。こんなことも思った。この東日本大震災では私
の虫仲間の数人が被害にあった。昆虫標本が波にさらわれたり、
ガラスが割れるなどのひどい目にあったのである。当時は命が
あるだけよかったと言っていたが、月日が経つにつれ昆虫標本
がなくなったのは悔しいと口にするようになった。40年かかって
集めた貴重な標本。それが一瞬にパー。今は体力がなく気力も
出てこないという。某氏の悔しそうな顔が目に浮かんできた。

×　　×　　×　　×
　散歩をした日は夕食が楽しみだ。日課としている晩酌が格別
においしいからだ。これは週何日でなく、週7日だ。この日も風

呂で汗を流して、いつもの場所でテレビをつける。これからが
至福のひと時の始まりだ。まずビールで喉を潤す。次に日本酒
の熱燗。いい味だ。食がすすむ。テレビでは東日本大震災の追
悼番組をやっていた。映し出される当時の映像。ラジオで聞く
より悲惨だ。続いてロシアがウクライナを侵攻しているニュース
に代わった。これも悲惨だ。ミサイルで次々と爆撃される建物。
逃げ惑う市民。道路にはいくつもの死体。胸が痛むどころか激
痛が走った。中でも「戦争はやめてください」と涙を流しなが
ら訴えている少女の顔。思わず私も涙ぐんでしまった。このよ
うな悲惨なテレビを見ながら飲む酒はいつもの味ではなかった。

×　　×　　×　　×
　それではメマトイとはどんな虫であろうか。私自身、よく知ら
ないので調べてみた。この虫はハエの仲間でショウジョウバエ
科の1種である。日本には10数
種いるが詳しいことはよくわ
かっていない。どの種も2～ 4
ｍｍと小さいので、捕まえて持
ち帰り顕微鏡で調べてみた。し
かし、よくわからなかった。と
言うより目が悪くなり、細かい
ところはぼやけてしまうのであ
る。また、人の目に集まるのは、
目やにや涙のタンパク質を吸うためだという人が多いが、これ
もよくわかっていないようだ。このほか、集まってくるのはすべ
てオスだという。オスだけ？　メスがいないのになぜオスだけが
集まるのか。不思議だった。時々メマトイが目の中に入ることが
ある。私も何回か経験しているが、その都度目をこすったりパ
チパチして涙を出したりしているうちに治まってしまった。しか
し、早く目から取り出さないと病気が発生し、ごく稀に失明す
ることがあるというから怖い虫でもあるのだ。そこでメマトイの
行動をもうすこし知るため、5日後の3月17日、再び伊木山へ出
かけることにした。ところが、前夜東日本に大地震が発生し、
11年前と同じ太平洋側で大きな被害が出た。登り始めるとラジ
オではその地震の痛ましい状況を放送していた。またこの地域
の人が被害を受けたのか。気の毒にと胸が痛んだ。すぐにメマ
トイがまとわりついてきた。数は前より多い。しかし、前のよう
に顔を背けたり追い払ったりすることはしなかった。こんなこと
で腹を立てていたら、震災被害にあわれた人や、ウクライナの
人に申し訳ないと思ったからである。

－目にまとわりつく、メマトイ－ 【第370回】
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岐阜県地域森林監理士の認定について

　岐阜県では、平成２９年度から、地域における森林の管理及び経営に必要な専門的知識を有し、市町村林務
行政への支援や民有林経営への助言等を行う「岐阜県地域森林監理士」の養成及び認定を行っています。
　令和３年度は新たに以下の４人が認定され、認定者は合計で２７人となりました。県のホームページで、岐阜県
地域森林監理士の名簿を公開していますので、関心がある方や支援を受けたい方はぜひご覧ください。
　新たに岐阜県地域森林監理士に認定された方々のご活躍を期待しています。

　また、県では、認定した岐阜県地域森林監理士を市町村や林業事業体等の皆様に積極的にご活用いただける
よう、以下のような支援制度を設けていますので、ぜひご利用ください。

◉ 岐阜県地域森林監理士活用事業について
　岐阜県地域森林監理士を直接雇用あるいは岐阜県地域森林監理士の所属する組織に業務委託される場合
に、その経費の一部を補助します。令和３年度は７市町村、２林業事業体等が当補助事業を利用し、１０人の岐
阜県地域森林監理士をご活用いただきましたので、主な活用内容をご紹介します。

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８‒２７２‒１１１１ 内線（4121）　森林活用推進課 森林吸収源対策室まで

◉ 岐阜県地域森林監理士の派遣事業について
　県では、岐阜県地域森林監理士を活用し、市町村の森林経営管理制度への取組みを一層促進するため、市
町村の要請に応じて岐阜県地域森林監理士の短期派遣を実施しています。
　なお、派遣に要する経費（報償費、旅費）は県で負担しますので、ぜひ活用をご検討ください。

　まずは、地域森林管理支援センター(058-201-5013)までご相談ください。専門の相談員が相談に応じます。

例えば… ●岐阜県地域森林監理士を長期間雇用するほど業務はないが、スポット的に相談したい。
●意向調査対象地の選定をどう進めればいいか相談したい。
●間伐が必要かどうか現地で一緒に判断して欲しい。　　　など

表－１　令和３年度岐阜県地域森林監理士認定一覧

認定番号 氏　名 所　属

第R03-01号 荻
おぎ す 

巣　雅
まさとし

俊 岐阜県森林組合連合会

第R03-02号 山
やま だ 

田　健
けん た 

太 岐阜中央森林組合

第R03-03号 山
やまうち

内　喜
よしやす

康 郡上森林組合

第R03-04号 長
ながぬま

沼　 隆
たかし 株式会社ユニオン

表－２　令和３年度岐阜県地域森林監理士活用事業　主な活用内容

事業主体 活用内容

市町村
⃝ 森林経営管理制度に係る業務（対象森林の選定、森林境界の明確化、意向調査等）
⃝ 市町村森林整備計画や基本構想等の策定支援
⃝ 市町村有林の森林整備、森林経営計画の策定及び実行監理 など

林業事業体
林業関係団体

⃝ 経営改善に資する助言等（進捗管理の仕組みの構築、業務マニュアル見直し等）
⃝ 森林経営計画の策定及び実行監理の支援 など
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伐採及び伐採後の造林の届出制度のお知らせ

伐採旗設置制度のお知らせ

①立木を伐採するときは、事前に「伐採及び伐採後の造林の届出」（以下、伐採届）
②伐採が完了したときは「伐採に係る森林の状況報告」（令和4年4月1日以降に提出した伐採届に基づいて立木を伐採した場合）
③造林が完了したときは「伐採後の造林に係る森林の状況報告」（平成29年4月1日以降に提出した伐採届に基づいて造林した場合）
を提出することが森林法で義務付けられています。
　※間伐する場合には「伐採に係る森林の状況報告」及び「伐採後の造林に係る森林の状況報告」の提出は不要です。
　※伐採後に森林以外に転用する場合には「伐採後の造林に係る森林の状況報告」の提出は不要です。

●詳しい内容を知りたい方は 林政課森林計画係（ＴＥＬ ０５８-２７２-8471）まで

旗の設置対象
設置する旗
旗の交付者
設 置 期 間

１ha以上の皆伐
伐採届出旗

市町村
伐採開始日～造林完了まで

全ての皆伐
伐採許可旗

県（農林事務所）
伐採開始日～伐採終了まで

種　　類 普　通　林 保　安　林

伐採届出旗 伐採許可旗

Q．届出・報告の対象となる森林は？
　対象となる森林は、地域森林計画の対象となっている民有林です。
　地域森林計画対象森林は岐阜県HP「ぎふ ふぉれナビ」（https://www.pref.gifu.lg.jp/page/2264.html）で確認することができます。
　なお、保安林の伐採や林地開発を行う場合は、手続きが異なりますのでご注意ください。

Q．誰が提出するの？
　①伐採届
　　・「伐採届」は、森林所有者もしくは伐採をする（権限を有する）者が提出します。伐採をする（権限を有する）者と造林をする（権限

を有する）者が異なる場合は連名で提出します。
　　添付計画書
　　　・「伐採計画書」は、伐採をする（権限を有する）者が提出します。
　　　・「造林計画書」は、造林をする（権限を有する）者が提出します。
　②状況報告書
　　・「伐採に係る状況報告書」は、伐採をする（権限を有する）者が提出します。
　　・「伐採後の造林に係る森林の状況報告書」は造林をする（権限を有する）者が提出します。

Q．いつ、どこへ提出するの？
　①伐採及び伐採後の造林の届出：伐採を始める90日から30日前まで
　②伐採に係る森林の状況報告：伐採を完了した日から30日以内
　③伐採後の造林に係る森林の状況報告：造林を完了した日から30日以内

　※対象森林の所在する市町村に提出します。

Q．添付書類は？
　伐採届には伐採箇所を示した位置図等の添付をお願いします。

皆伐（普通林は 1ha 以上）を行う場合は、伐採旗を設置してください。

Q．制度の目的は？
合法伐採を行う目印として伐採旗を設置し、合法伐採箇所の判別を容易にするこ
とで、違法伐採の防止を図るとともに環境に配慮した伐採を進めます。

Q．制度の概要は？
　下記の伐採を行う現場に伐採者が伐採旗を設置します。

90
日
前

30
日
前

伐
採
開
始
日

届
出
書

届出期間

伐
採
完
了
日

30
日
後

伐
採

報
告
書

報告期間

造
林
完
了
日

30
日
後

造
林

報
告
書

報告期間

①

②

③
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morinosHP YouTube
 「morinosチャンネル」

プログラム紹介！！

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YouTube

開　所　時　間

定　休　日

morinosでは、森に親しむ入口となる様々なプログラムを開催しています。これまで森との関わりがなかった方が森に興
味を持つきっかけにしてもらえたら。そんな願いをもって森×スポーツ、森×裸足など、「森×○○」による森での新たな体
験を提供しています。

今回ご紹介するのは、ピアニスト山口佳子さんを迎えての「森×音楽×星空」のプログラム「星空ピアノ＆ごろ寝」です。
夜の森で横になって星空を眺めながら、ピアノ演奏を聴く。想像しただけでワクワクする「星空ピアノ＆ごろ寝」。昨年

度、コロナ禍でやむを得ず中止しており、今年度も一旦延期としましたが、２年越しによ
うやく開催することができました。応募人数が２００名を超える中、抽選で当選した、
39名の家族連れが一夜限りの森の音楽会を楽しみました。

岐阜県立森林文化アカデミー内にある森林総合教育センター（愛称morinos）で実施しているプログラムについてご紹介します！

【たき火を眺め演奏に聴き入る】 【星空の下の演奏】 【たき火と星空は相性抜群です】

【星空、たき火、家族でゴロン】 【寒い中とてもステキな演奏でした】

＜【morinosプログラム】星空ピアノ＆ごろ寝　～一夜限りの森の音楽会～＞

自然の中での音楽会なので、ちょっとしたおしゃべりもゴロゴロ寝転がるのも眠っちゃうのも自由。
前半は子どもでも知っているとなりのトトロなどのアニメの主題歌やスタンダード曲が、後半は耳なじみのあるクラシッ

ク曲が演奏されました。
参加者の方からは「周りの目を気にせず親子の自然体な姿でいられてとても解放的」や「自然の中で、自由に音楽を楽し

むイベントは他にない」、「子ども達もちゃんと音楽を楽しんでいる様子で、自然の力と音楽の力を感じた」などのうれしい
感想をいただきました。

morinosでは、これからも新しい「森×○○」に挑戦していきます。

こうした体験はmorinosのHPで開催をお知らせしています。多くの皆様のご参加をお待ちしております。興味を持ってくださった方
は、morinosのホームページ、動画YouTubeをご覧ください。

　３月下旬、山県市長滝で竹林整備と地域振興を目的に活動している「長竹会」のみなさんをお招きし、竹灯籠づくりのプログラムを
開催しました。竹も身近な里山を構成する種の１つで、きちんと手入れをして有効活用していくことに関心をもってもらうためのプロ
グラムです。
　 「竹は木かな？草かな？」そんな問いかけから始まり、好きな長さ・太さの竹を選び、模様の型紙も好きなものを選びます。型紙
にそって電動ドリルで穴をあけていきます。型紙に縛られず、好きな模様にしたいという子にも丁寧な指導で対応してくださいまし
た。電動ドリルを使うのが初めてという方がほとんどで、子どもも大人もよい経験になり、満足感と達成感を感じてもらうことができ
ました。

　長竹会は、竹林整備で出た竹を使って、毎年約 2,000 基の竹灯籠を山県市の甘南美寺境内に設置し、竹灯りと山寺の幻想的な
雰囲気を楽しむイベントを開催しています。このような地域の取組とのつながりをつくるプログラムを今後も企画していきたいと考
えています。

通信

＜来館者の日常につなげるプログラム ～ 絵本ひろば ～＞

＜地域とのつながりをつくるプログラム ～ 竹灯篭づくり ～＞

　ぎふ木遊館には、木の遊具やおもちゃ以外に、１００冊以上の絵本を所蔵しています。森や木を題材にしたものはもちろん、親子の
コミュニケーションにつながるもの、手遊びや創作につながるものなど、多種多様なものが揃っています。
　毎月第２土曜日には、図書館での司書経験豊富なスタッフが木工室におススメ絵本や手作りポップをレイアウトし、『絵本ひろば』
を開催しています。絵本を通して、身近な自然、季節の行事、暮らしの習慣を知っ
てもらい、日常の中でそれらに出会う楽しさや自分との関わりを伝えています。
　３月の『絵本ひろば』では、かがく紙芝居『たんぽぽ』を紹介しました。冬越しの
ロゼット葉（地面に貼り付くように放射状に出る葉）の話をしたら、ある小学生の
男の子は床に大の字に寝て、ロゼット葉の真似を体で表現してくれました。また、
蝶々がテーマの絵本を読み、簡単な折り方でできる立体の蝶々の作り方を教え
たところ、小さな子にも「できた！」を味わってもらうことができました。後日、家
庭でも親子で折り紙を楽しみながら春の気候や生き物の話をしました、という来
館者のお話も聞くことができました。
　『木育』というと、森や木の話をしないといけないんじゃないか、木に詳しくな
いといけないんじゃないか、という先入観がある方もいるかもしれませんが、そ
うとは限りません。参加者の共感を生む話題、テーマの新鮮さや時事性も大事で
す。相手のことをよく観察し、絵本・折り紙・手遊び等、自分の得意なことを活
かしながら、森や木につながる様々な要素を細やかにつむいでいくことも大切
です。
　木育の発祥の地である北海道では「あれも木育 これも木育」ということばで
様々な取組があります。ぎふ木遊館でも、スタッフの創意工夫でいろんなスタイ
ルの木育を発信していきたいと思います。
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度、コロナ禍でやむを得ず中止しており、今年度も一旦延期としましたが、２年越しによ
うやく開催することができました。応募人数が２００名を超える中、抽選で当選した、
39名の家族連れが一夜限りの森の音楽会を楽しみました。

岐阜県立森林文化アカデミー内にある森林総合教育センター（愛称morinos）で実施しているプログラムについてご紹介します！

【たき火を眺め演奏に聴き入る】 【星空の下の演奏】 【たき火と星空は相性抜群です】

【星空、たき火、家族でゴロン】 【寒い中とてもステキな演奏でした】

＜【morinosプログラム】星空ピアノ＆ごろ寝　～一夜限りの森の音楽会～＞

自然の中での音楽会なので、ちょっとしたおしゃべりもゴロゴロ寝転がるのも眠っちゃうのも自由。
前半は子どもでも知っているとなりのトトロなどのアニメの主題歌やスタンダード曲が、後半は耳なじみのあるクラシッ

ク曲が演奏されました。
参加者の方からは「周りの目を気にせず親子の自然体な姿でいられてとても解放的」や「自然の中で、自由に音楽を楽し

むイベントは他にない」、「子ども達もちゃんと音楽を楽しんでいる様子で、自然の力と音楽の力を感じた」などのうれしい
感想をいただきました。

morinosでは、これからも新しい「森×○○」に挑戦していきます。

こうした体験はmorinosのHPで開催をお知らせしています。多くの皆様のご参加をお待ちしております。興味を持ってくださった方
は、morinosのホームページ、動画YouTubeをご覧ください。
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内装木質化

大垣市三塚町411番地1

木の香る
ぎふの施設

110

施設の経緯
　みつづかこども園は、昭和２７年に大垣市内のお寺の境内に
「まこと保育園」として設置されましたが、施設の老朽化に伴
い令和３年５月に現在の場所に新築移転をしました。
　床は桧、腰壁は杉の内装木質化に加えて、子どもたちが使用
する机や椅子、ロッカー、靴箱、本棚も県産材を使用して、木
の香る園舎となっています。

　大ホールでは３～５歳児がボルダリングやサーキット遊びで
身体を動かします。
　小ホールでは０～２歳児が素足で木の床の感触を味わいな
がら遊んでいます。

　桧の床の上で、玩具を広げたり、座ったり、歩いたり、木のぬく
もりを全身で受け取っています。

みつづかこども園

施設概要

事業主体 学校法人　真徳寺学園

事業年度 令和2年度～令和3年度

構造
延床面積

鉄骨造 ２階建
延床面積1,327.24㎡

施設用途 幼保連携型認定こども園

助 成 額 6,510千円（県：木の香る快適な公共施設等整備事業）

木材使用量
使用樹種

22.99㎥
ヒノキ、スギ

OKプランニング、㈱彩建築工房

388,300千円全体事業費

設 計 者

TSUCHIYA㈱

令和2年10月5日～令和3年5月28日

施工業者

工　　期

■問い合わせ先
学校法人真徳寺学園　みつづかこども園
ＴＥＬ ０５８４－７８－５４００

ここに注目！！

利用者の様子

本物の木の風合いが
目にも優しい保育室に
なっています。

施設全景

子どもたちは、
木の香りに包まれながら、
落ち着いて絵本を読んだり
遊びを深めています。
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活かす知恵

と を森林 人

112

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

樹
木
を
見
分
け
る

　
　〜
樹
木
を
知
る
た
め
の
一
歩
〜

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　准
教
授
●
大
洞 

智
宏

●
樹
皮

木
が
大
き
く
て
葉
を
近
く
で
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
や
落
葉
期
に
は
、
枝
の
張
り

方
や
樹
皮
の
様
子
が
種
類
を
見
分
け
る
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
い
つ
で
も
観

察
が
で
き
る
反
面
そ
の
見
た
目
は
木
の
大
き

さ
や
個
体
に
よ
っ
て
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
樹
皮
を
使
っ
て
種
類
を
見

分
け
る
に
は
葉
や
花
に
よ
っ
て
見
分
け
る
よ

り
経
験
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
写

真
４
は
、
上
下
と
も
ト
チ
ノ
キ
の
樹
皮
で
す

が
見
た
目
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
て
別
の
樹

種
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。

●
知
る
楽
し
み

森
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
は
樹
木
の
見
分

け
は
必
要
不
可
欠
な
能
力
で
す
。
し
か
し
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
樹
木
の
種
類
が
分
か
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
登
山
や
森
林
で
の
散
策
な
ど

で
今
ま
で
気
が
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
を
発
見

で
き
た
り
、
お
気
に
入
り
の
樹
種
を
見
つ
け

て
幸
せ
な
気
分
に
な
っ
た
り
、
楽
し
み
が
倍

増
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
身
近
な
樹
木
の
葉
や

花
が
ど
ん
な
形
を
し
て
い
る
の
か
改
め
て
観

察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
樹
木
の
姿

一
昔
前
ま
で
は
、
森
づ
く
り（
造
林
）と
い

え
ば
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
針
葉
樹
を
植
栽

す
る
こ
と
が
普
通
で
し
た
。
し
か
し
、
森
林

へ
の
期
待
が
多
様
化
し
て
き
た
現
在
、
針
広

混
交
林
や
、
天
然
力
に
依
存
し
た
更
新
法
に

注
目
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
方
法
を
実
施
す
る
た
め
に
は
広
葉
樹

の
知
識
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
な

か
で
も
、
広
葉
樹
の
種
類
を
見
分
け
る
能
力

は
基
本
中
の
基
本
と
い
え
ま
す
。

●
葉
の
形

樹
木
の
種
類
を
見
分
け
る
に
は
、
い
ろ
い

ろ
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
葉
の
形
を

手
が
か
り
に
す
る
方
法
が
最
も
取
り
組
み
や

す
い
方
法
で
す
。
葉
の
形
を
中
心
に
記
載
し

て
あ
る
図
鑑
も
多
く
販
売
さ
れ
て
お
り
、
森

林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
実
習
も
こ
こ
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
葉
で
見
分
け
る
ポ
イ
ン
ト
は
、

枝
に
ど
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
で
葉
が
つ
い
て

い
る
の
か
、
葉
が
分
裂
し
て
い
る
か
ど
う
か
、

葉
の
縁
の
ギ
ザ
ギ
ザ
の
有
無
、
毛
の
生
え
方

な
ど
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
実
際
に
樹
木
を

見
る
際
に
は
、
葉
の
特
徴
だ
け
で
な
く
花
や

実
、
冬
芽
、
樹
皮
な
ど
の
様
々
な
部
分
を
観

察
す
る
こ
と
で
見
分
け
が
容
易
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●
花
や
実
の
形

季
節
に
よ
っ
て
無
い
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
花
や
実
の
形
は
見
分
け
の
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。
写
真
２
の
植
物
は
葉
が

分
裂
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
羽
の
つ
い
た
果
実

が
あ
る
こ
と
で
カ
エ
デ
の
仲
間
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

●
冬
芽
の
形

落
葉
広
葉
樹
は
冬
期
に
葉
を
落
と
す
た

め
、
葉
で
の
見
分
け
は
困
難
に
な
り
ま
す
。

こ
の
時
期
に
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
が
冬
芽
で

す
。
冬
芽
は
枝
先
な
ど
に
あ
る
葉
や
花
に
な

る
部
分
で
芽
鱗
や
未
展
開
の
葉
に
被
わ
れ
た

部
分
で
す
。
あ
ま
り
注
意
し
て
見
た
こ
と
が

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
個
性
的
で
樹
種

を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
写
真
３
）。

写真１　いろいろな形の葉

写真２　チドリノキ葉・実

写真３　オニグルミ冬芽

写真４　トチノキ樹皮
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【森林活用推進課】　●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-1111 内線（3012） 森林活用推進課森林活用係まで

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

1
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な
取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

清流の国ぎふ地域活動促進事業
～住民主体の創意工夫を凝らした森づくり・川づくり～

　平成２４年度から令和３年度までの１０年間で延べ450件の事業が実施されました。
　令和４年度は、５５の団体がそれぞれ特色ある事業を実施します。　　

川合まちづくりの会
（子どもたちに引き継ぐ川づくり推進事業）

付知町優良材生産研究会
（未来を担う中学生への森林環境教育）

●令和３年度実施事業

団体名 事業名
ぎふし森守クラブ ながら川ふれあいの森・森林整備活動事業
三輪の里山を守る会 恵みの森づくり推進事業
長良川自然学校 長良川　川の学校事業

e-plus 生涯学習研究所 ぎふの川を学ぶ　～ SDGs の視点で学
ぶ環境のつながり

竹林救援隊 竹林の間伐と放置竹林を無くすための啓
発活動

三井山「ふれあいの森」を育
てる会 「三井山ふれあいの森づくり」推進事業

飛騨五木 学びの森公園および市民公園の自然環境
を活用した木育事業

といろ 「小川で遊ぼう！ＩＮ　山県」
笠松の自然と共生を考える会 笠松町における生物多様性保全事業

ぎなんプレーパークの会 身近で森を感じよう 2022　～プレー
パークをとおして～

木の駅上石津実行委員会 森林資源の活用

木曽三川子ども狂言クラブ 木曽三川流域治水と生態系保全狂言プロ
ジェクト

ぎふ地球環境塾 ぎふ地球環境塾
泉京・垂井 「水循環の里・垂井」モデル里山事業
ロブレスポーツジャパン 私たちがやるべき種まきプロジェクト

揖斐自然環境レンジャー 徳山ダム上流に実のなる木を植えよう大
作戦

小津区自治会 小津地域を主体とした森づくり事業

大和神社の杜を守る会 憩いの場としての鎮守の森づくり・地域
の竹林づくり

「北方憩いの森」整備・活用実
行委員会 「北方憩いの森」推進事業

いび森のようちえん　こだぬき 子どもたちが遊び続ける森づくり
立木学園 木育推進事業

富岡ふれあいまちづくり委員会 トミプレ大岡山フィールド（大岡山整備
事業）

関市広見交遊会 関広見ＩＣふれあい遊歩道整備事業
自然、生活共生会 「森と海は一つ」新しい森づくり川づくり
エゴノキプロジェクト実行委
員会 エゴノキプロジェクト

郡上漁業協同組合 第１２回長良川源流の森育成事業
明宝ジビエ研究会 明宝の森とエコサイクル推進事業
大洞里山整備隊 整備後の森林空間活用事業
川合まちづくりの会 子どもたちに引き継ぐ川づくり推進事業

こどもの庭 森のようちえんにおける里山整備および
環境教育事業

団体名 事業名

テクテクチクリン テクテクチクリン＆タガヤスケー
ププロジェクト

みのかもアルプホルンクラブ アルプホルンを吹こう
木曽川左岸遊歩道友の会 木曽川左岸遊歩道等周辺整備事業
大森奥山湿地群を守る会 大森奥山湿地群の保全事業
半布里の郷 富加町の自然を守る里山整備活動

美濃白川どんぐり会 落葉樹林　植林・育成、河川環境
保全事業

中山道新作狂言プロジェクト 中山道新作狂言による環境保全

小里川ダム里山教室 ２０２２秋の小里川ダム湖周
ウォーキング

付知町優良材生産研究会 未来を担う中学生への森林環境教育

いのちもり 子どもたちが元気に育つ森づくり
事業

ひるかわ里山活性化委員会 里山活性化事業
加子母むらづくり協議会 学びの森　木の匠育成事業

奥矢作森林塾 峰地区における森づくりと担い手
づくり活動

土岐川庄内川源流の森委員会

土岐川・庄内川源流地域の資源、恵
みを発見し生かす。下流域の学生、
市民との交流と体験を通して森、
川、里づくりの活動への提案と活
動の担い手を生み出し地域を元気
にする。

里山を守る会武並 里山・みんなの森づくり事業
中部大学環境保全教育研究
センター

動植物レフュージアの利活用推進
事業

中切区里山環境整備活動組織 中切区里山整備事業
森守クラブ合同会社まつ
ぼっくり

里山資源を活用した里山づくり推
進事業

二本木生産森林組合 飛騨高山「彦谷の里」里山活用と
広葉樹林育成事業

ひだの未来の森づくりネッ
トワーク 森林に関わる地域情報発信活動

高山南の森保全の会 高山南エリア里山林整備事業
飛騨高山わらべうたの会 森林環境教育推進事業
森の自然学校 清流の森づくり
山の自然文化研究センター 森と川の結のはたらき
ギフチョウの翔ぶ里山の自
然を考える会 希少チョウ類の保全活動事業
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と
に
植
え
た
ん
よ
。お
陰
で
、下
刈
り
は
大
変
だ
っ

た
け
ど
、
間
伐
は
今
ま
で
一
回
も
や
ら
ん
と
、
植

え
た
木
は
大
事
に
育
て
と
る
よ
。
父
親
は
早
く
に

死
ん
で
し
ま
っ
た
が
、
一
緒
に
植
え
た
木
を
良
い

も
の
に
し
た
く
て
、
枝
打
ち
を
６
ｍ
ぐ
ら
い
ま
で
、

ぶ
り
縄
で
２
回
ほ
ど
や
っ
て
、
今
で
は
枝
下
に
背

丈
ほ
ど
あ
る
シ
キ
ビ
が
よ
う
け
生
え
と
る
よ
。

（
関
ケ
原
町
の
）
今
須
と一
緒
で
、
こ
の
辺
で
も
枝
打

ち
は
ぶ
り
縄
な
ん
で
す
ね
。

■
そ
う
や
な
。
枝
打
ち
は
ぶ
り
縄
ば
っ
か
り
や
っ

た
な
。
梯
子
は
使
っ
た
こ
と
な
い
な
。
今
須
の
（
山

本
）
総
助
さ
ん
や
（
山
本
）
信
綱
さ
ん
ら
と
と
も
に
、

あ
の
頃
は
、
林
業
グ
ル
ー
プ
同
士
の
交
流
も
盛
ん

で
、
枝
打
ち
を
よ
う
や
っ
と
っ
た
。
今
で
は
、
そ

ん
な
こ
と
す
る
人
も
お
ら
ん
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
け
ど
。

 林
業
グ
ル
ー
プ
活
動
に
も
色
々
と
熱
心
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
が
。

■
そ
う
や
な
。
年
数
を
経
て
、
色
ん
な
役
も
や
ら

せ
て
も
ら
っ
た
ね
。
お
陰
で
、
県
内
だ
け
で
な
く
、

全
国
の
林
業
地
や
林
業
関
係
者
の
方
々
と
出
会
う

機
会
に
恵
ま
れ
た
ね
。
あ
っ
ち
こ
っ
ち
本
当
に
、

よ
く
行
か
せ
て
も
ら
っ
た
よ
。

な
ぜ
、
そ
こ
ま
で
熱
心
に
な
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

■
ま
あ
、
ず
っ
と
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
地
で
関
わ
っ

て
き
た
山
と
木
が
、
そ
れ
と
山
の
恵
み
の
キ
ノ
コ

が
大
好
き
や
っ
ち
ゅ
う
こ
と
か
な
。
父
親
と
自
分

が
植
え
た
木
は
、私
ら
・
人
間
の
営
み
に
関
係
な
く
、

休
み
な
く
自
然
に
即
し
て
育
っ
て
い
っ
と
る
。
そ

こ
に
う
ち
ら
が
、
良
い
山
に
な
る
よ
う
に
時
々
手

を
加
え
と
る
だ
け
や
ね
。
ま
た
、
同
じ
集
落
内
に

製
材
所
が
あ
っ
て
「
あ
れ
挽
い
て
く
れ
、
こ
れ
挽

い
て
く
れ
」
と
色
々
と
無
理
も
聞
い
て
も
ら
え
と

る
。
す
べ
て
に
愛
着
が
あ
る
か
ら
、
幾
つ
に
な
っ

て
も
何
を
し
て
も
山
は
楽
し
い
ん
よ
。

 ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
で
す
ね
。

■
そ
う
や
な
。
僕
ら
は
山
や
木
の
楽
し
み
方
を
小

さ
い
頃
か
ら
学
ん
で
き
た
け
ど
、
今
の
子
は
、
そ

ん
な
機
会
も
な
く
て
、
正
直
、
ち
ょ
っ
と
か
わ
い

そ
う
や
な
。
間
伐
体
験
な
ど
も
大
事
や
と
思
う
け

ど
、「
①
苗
木
を
植
え
て
、
育
て
る
と
い
う
、
一
か

ら
山
づ
く
り
に
関
わ
れ
る
と
、
木
と
と
も
に
自
分

も
同
じ
よ
う
に
年
齢
を
重
ね
ら
れ
て
、
愛
着
が
湧

く
ん
じ
ゃ
な
い
ん
か
な
。②
そ
う
し
た
ら
、
も
っ
と

山
に
目
が
行
く
こ
と
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
ん
か
な
。

③
そ
う
い
う
原
体
験
・
根
っ
こ
に
な
る
よ
う
な
こ

と
が
人
に
と
っ
て
は
と
っ
て
も
大
事
に
な
る
ん

じ
ゃ
な
い
ん
か
な
。」
そ
ん
な
よ
う
に
思
う
よ
。
僕

ら
世
代
の
厳
し
い
子
ど
も
時
代
に
比
べ
れ
ば
、
と

て
も
豊
か
な
時
代
に
な
っ
た
け
ど
、
そ
う
い
う
と

こ
ろ
も
豊
か
に
な
る
と
い
い
な
と
、
そ
う
思
っ
と

る
よ
。

「
岐
阜
県
緑
化
功
労
者
」
と
「
令
和
３
年
度
緑
化

功
労
者
（
林
野
庁
長
官
賞
）」
を
受
賞
さ
れ
る
！

不
破
郡
垂
井
町
大
滝
地
区
に
山
林
を
所
有
し
、

山
づ
く
り
を
始
め
、
長
年
、
地
域
や
県
の
林
業
グ

ル
ー
プ
活
動
に
も
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
、
昨
年

秋
に
「
岐
阜
県
緑
化
功
労
者
」、
さ
ら
に
は
、「
令

和
３
年
度
緑
化
功
労
者
（（
公
社
）
国
土
緑
化
推
進

機
構
主
催
）」で「
林
野
庁
長
官
賞
」を
受
賞
さ
れ
る
、

同
地
区
在
住
の
山
水
國
男
さ
ん
に
お
話
を
お
聴
き

し
ま
し
た
。

今
回
、
栄
え
あ
る
賞
を
県
だ
け
で
な
く
国
か
ら
も
受

賞
さ
れ
ま
す
が
感
想
を一
言
お
願
い
し
ま
す
。

■
長
い
こ
と
、
山
に
関
わ
っ
て
き
た
ん
や
と
、
改

め
て
こ
れ
ま
で
の
こ
と
を
思
い
返
し
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
の
お
陰
で
す
、
あ
り
が
と
う
。

山
と
の
関
わ
り
は
、
い
つ
頃
か
ら
で
す
か
。

■
中
学
に
入
っ
た
頃
か
ら
か
な
。
当
時
は
、
戦
後

間
も
な
く
の
燃
料
革
命
前
で
、
父
親
と
一
緒
に
持

山
の
カ
ナ
ギ
を
伐
っ
て
、
そ
こ
に
造
っ
た
炭
窯
の

傍
に
建
て
た
小
屋
に
泊
ま
り
込
ん
で
、
よ
う
炭
を

焼
い
た
よ
。
作
業
の
合
間
に
は
、
山
茶
を
採
っ
て

火
で
あ
ぶ
っ
て
一
揉
み
し
て
か
ら
ヤ
カ
ン
で
煮
出

し
て
山
吹
色
の
お
茶
で
ひ
と
息
つ
い
た
も
ん
や
。

ま
た
、
春
に
は
小
屋
で
山
椒
の
新
芽
入
り
の
味
噌

汁
を
、
夏
に
は
自
家
製
の
茄
子
、
秋
に
は
マ
ツ
タ

ケ
や
サ
ン
マ
な
ん
か
も
焼
い
た
り
し
て
、
作
業
と

と
も
に
山
の
暮
ら
し
を
楽
し
ん
だ
ん
よ
。
今
で
も

よ
う
覚
え
と
る
よ
。

山
づ
く
り
の
方
は
ど
の
よ
う
で
し
た
か
。

■
伐
っ
た
カ
ナ
ギ
山
に
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
父
親

と
一
緒
に
植
え
た
よ
。
な
る
だ
け
手
を
か
け
な
い

で
済
む
よ
う
に
と
、
３
年
生
の
苗
木
を
買
っ
て
、

畑
で
２
年
育
成
し
大
き
く
し
て
か
ら
山
に
２
間
ご

地域の人

いくつになっても、
やっぱり「山」が好きなんや！！

山水 國男さん【写真１】
「山水國男さん（右から２人目）」
（岐阜県緑化功労者表彰式にて）

【写真２】
父親と一緒に植え、

自ら育ててきたスギ・ヒノキ林
（下木はシキビ）

【写真３】
山林内で原木キノコも栽培
（写真は「マイタケ」）

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
8
4
ー
7
3
ー
1
1
1
1
内
線（
3
9
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　西
濃
農
林
事
務
所
林
業
課
林
務
係
ま
で
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普及コーナー

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　森
林
技
術
開
発・支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　普
及
企
画
係
ま
で

研修生の現場課題を解決に導く
新たな施業プランナー研修

林業普及指導員　上村 康人

■森林文化アカデミー
　森林技術開発・支援センター　普及企画係

集
中
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

い
わ
ゆ
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
課
題
解
決
に
向

け
て
取
り
組
む
手
法
を
と
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
育
成
研
修

○
研
修
目
標

①
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
役
割
や
必
要
な
基
礎
的

知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

②
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
主
た
る
業
務
で
あ
る
施

業
提
案
書
の
作
成
及
び
、
森
林
経
営
計
画
作

成
と
実
行
監
理
の
出
来
る
人
材
の
育
成
。

○
令
和
３
年
度
の
研
修
開
催
状
況

①
修
了
人
数
：
10
名

②
開
催
日
数
：
14
日

○
研
修
内
容
の
紹
介

　

研
修
は
５
月
か
ら
２
月
の
間
に
実
施
し
ま
し

た
。
研
修
項
目
と
し
て
、
森
林
調
査
、
森
林
所

有
者
へ
の
施
業
提
案
、
研
修
の
集
大
成
で
あ
る

実
績
発
表
等
を
行
い
ま
し
た
。

解
決
に
取
り
組
む
過
程
を
通
じ
て
、
技
術
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
。

　

右
に
記
載
し
ま
し
た
よ
う
に
、
大
き
な
違
い

は
、「
維
持
」と「
向
上
」に
あ
り
ま
す
。

○
新
た
な
研
修
の
必
要
性

　

こ
れ
ま
で
、
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
に

は
、
概
ね
５
年
に
１
回
、
技
術
維
持
研
修
を
受

講
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
研

修
へ
の
ご
意
見
と
し
て
は
、
長
年
、
施
業
プ
ラ

ン
ナ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
に
と
っ
て

は
、
似
通
っ
た
受
動
的
な
内
容
で
あ
る
一
方
で
、

更
な
る
技
術
の
向
上
が
望
ま
れ
て
い
る
と
い
っ

た
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
県
と
し

て
も
、
研
修
開
始
か
ら
一
定
期
間
経
過
し
て
い

る
た
め
、
改
善
す
べ
き
も
の
は
改
善
し
た
い
と

し
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

○
発
想
を
ど
こ
に

　

施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
事
業
を
実
施
す
る
状
況

は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。
地
形
等
の
自
然
状
況
、

流
通
等
の
経
済
や
社
会
の
状
況
、
組
織
の
状
況
、

さ
ら
に
森
林
所
有
者
の
方
や
地
域
の
意
向
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
様
々
な
現
場
の
状
況
の
違
い
に

対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
そ
の
違
い
へ
の
対

応
力
を
高
め
る
こ
と
が
技
術
力（
実
践
力
）の
向

上
と
言
え
ま
す
。

○
課
題
解
決
型
の
手
法

　

そ
こ
で
、
研
修
生
が
自
身
の
現
場
で
実
際
に

直
面
す
る
課
題
を
題
材
に
し
、
学
術
的
な
専
門

家
や
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
ま
た
、
林
業

経
営
を
実
践
さ
れ
て
い
る
方
々
に
講
師
と
し
て

は
じ
め
に

　

岐
阜
県
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
施
業
プ
ラ

ン
ナ
ー
を「
森
林
所
有
者
に
対
し
、
間
伐
や
路
網

整
備
等
の
収
支
を
含
め
た
施
業
提
案
を
行
い
、

森
林
経
営
計
画
を
作
成
・
実
行
監
理
が
で
き
る

中
核
的
な
人
材
」と
位
置
付
け
、
林
業
事
業
体
の

施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
育
成
す
る
た
め
の
研
修
を

企
画
・
運
営
し
て
お
り
、
令
和
３
年
度
末
ま
で

に
１
８
７
名
が
修
了
し
、
現
場
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　

研
修
が
始
ま
っ
て
13
年
目
に
な
る
令
和
３
年

度
は
、
研
修
内
容
を
刷
新
し
ま
し
た
。
施
業
プ

ラ
ン
ナ
ー
を
養
成
す
る「
育
成
研
修
」は
従
来
と

同
様
で
あ
る
一
方
で
、
令
和
２
年
度
ま
で
実
施

し
て
い
た
、
育
成
研
修
修
了
生
の
資
質
維
持
を

図
る「
技
術
維
持
研
修
」を
廃
止
し
、
新
た
に
、

施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
技
術
力
の
向
上
を
図
る
た

め
の「
実
践
力
向
上
研
修
」を
実
施
し
ま
し
た
。

新
た
な
研
修
の
発
想
と
手
法

　

研
修
の
実
績
に
入
る
前
に
、
新
た
な「
実
践
力

向
上
研
修
」実
施
方
針
に
つ
い
て
、
触
れ
た
い
と

思
い
ま
す
。

○
研
修
目
標
の
違
い

技
術
維
持
研
修

•
現
場
で
活
躍
す
る
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
、
資

質
維
持
や
時
機
に
応
じ
た
知
識
を
身
に
付
け

る
こ
と
。

実
践
力
向
上
研
修

•
現
場
で
活
躍
す
る
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
、
自

ら
の
事
業
地
に
お
け
る
問
題
発
見
か
ら
課
題

▲写真①森林調査についての座学
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普及コーナー

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　森
林
技
術
開
発・支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　普
及
企
画
係
ま
で

研修生の現場課題を解決に導く
新たな施業プランナー研修

林業普及指導員　上村 康人

■森林文化アカデミー
　森林技術開発・支援センター　普及企画係

　
「
作
業
道
に
お
け
る
ぬ
か
る
み
対
策
」に
つ
い

て
は
、
講
師
か
ら「
路
盤
材
が
不
良
で
あ
る
た

め
、
改
善
す
る
た
め
に
は
、
物
理
学
的
な
指
標

を
確
認
し
、滑
り
に
く
い
材
質
の
路
盤
材
を
し
っ

か
り
確
か
め
た
上
で
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
」と

い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
ほ
か
、「
地
質
、

地
形
の
特
徴
か
ら
み
た
湧
水
対
策
の
ポ
イ
ン

ト
」、「
施
業
地
全
体
の
資
源
量
や
路
網
の
状
況
か

ら
み
た
収
支
を
想
定
し
た
作
業
シ
ス
テ
ム
や
施

業
計
画
」に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、

研
修
生
は
複
数
の
対
策
を
検
討
し
、
今
後
の
方

針
を
見
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
作
業
道
の
延
長
に
よ
り
利
用
間
伐
エ
リ
ア
を

増
や
せ
る
か
」に
つ
い
て
は
、
講
師
か
ら
地
形
、

地
質
、
林
分
の
状
況
を
考
慮
し
た
複
数
の
路
線

案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
路
線
案
か
ら
、
作

業
道
開
設
の
可
否
を
検
討
し
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、「
三
角
末
端
面
等
の
、
崩
壊
し
や
す
い
箇

所
や
過
去
に
崩
壊
し
た
箇
所
を
現
地
で
確
認
」

し
、
ま
た
、「
目
標
と
す
る
収
穫
箇
所
に
向
け
た

線
形
案
と
、
そ
れ
に
必
要
な
構
造
」を
議
論
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
研
修
生
は
、
作
業
道
設

計
の
た
め
の
様
々
な
視
点
を
学
び
、
事
業
地
に

お
け
る
設
計
方
針
を
見
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
「
択
伐
林
施
業
地
に
お
け
る
森
林
経
営
・
施
業

の
方
向
性
」に
つ
い
て
は
、
講
師
か
ら
、「
地
域
内

の
個
々
の
林
分
状
況
か
ら
み
た
実
施
可
能
な
施

業
方
法
」、「
歴
史
的
価
値
と
し
て
の
他
分
野
と

連
携
」な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し

た
。
研
修
生
は
、
地
域
内
で
異
な
る
状
況
の
林

分
に
応
じ
た
施
業
提
案
を
し
て
い
く
方
針
を
見

定
め
ま
し
た
。
ま
た
、
歴
史
的
価
値
を
活
か
し

た
取
組
み
の
た
め
に
は
行
政
や
地
域
と
の
連
携

の
必
要
性
を
認
識
し
ま
し
た
。

○
研
修
生
の
声

　

今
回
、
受
講
さ
れ
た
研
修
生
の
方
々
か
ら
は
、

「
自
分
の
課
題
解
決
の
方
向
性
が
見
え
る
よ
う
に

な
っ
た
」、「
様
々
な
意
見
を
聞
く
こ
と
で
、
思
い

浮
か
ば
な
か
っ
た
考
え
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
」、「
他
の
研
修
生
の
現
場
を
見
る
こ
と
で
、
普

段
と
は
違
う
面
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」と
い
っ

た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
研
修
に
対
す
る
評
価

　

研
修
の
最
後
に
は
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
講
師
の
皆
様
か
ら
は
、
開
催
時
期
が
遅
い
、

受
講
者
数
が
少
な
い
な
ど
の
ご
指
摘
が
あ
っ
た

一
方
で
、
学
術
面
だ
け
で
な
く
、
経
営
面
の
講

師
が
お
り
、
時
間
を
か
け
て
、
現
場
の
課
題
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
は
良
か
っ
た
、
研
修
生
が
望

む
内
容
で
あ
り
、
林
業
界
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
と
思
う
と
い
っ
た
評
価
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

最
後
に

　

今
年
度
、
初
め
て
実
施
し
ま
し
た「
実
践
力
向

上
研
修
」の
外
部
講
師
と
し
て
指
導
い
た
だ
い
た

皆
様
に
は
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
研
修
内
容
に

対
し
て
、
多
く
の
経
験
に
基
づ
く
知
見
と
見
識

に
よ
り
、
臨
機
応
変
か
つ
濃
密
に
ご
指
導
い
た

だ
き
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
も
引
き
続
き「
育
成
研
修
」と「
実

践
力
向
上
研
修
」を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
大
き

な
刷
新
の
み
な
ら
ず
、
ニ
ー
ズ
や
社
会
情
勢
に

応
じ
て
、
林
業
業
界
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
得

な
が
ら
、
更
な
る
改
善
に
も
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
全
14
日
の
う
ち
、

初
回
と
最
終
回
を
含
む
６
日
間
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
実
施
と
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
森

林
調
査
や
作
業
道
図
上
計
画
と
い
っ
た
実
地
で

の
実
施
が
不
可
欠
な
も
の
は
、
集
合
し
て
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
実
践
力

　
向
上
研
修

○
研
修
の
目
標
は
前
述
の
と
お
り

○
令
和
３
年
度
の
研
修
開
催
状
況

①
修
了
人
数
：
３
名

②
開
催
日
数
：
５
日

○
研
修
内
容
の
紹
介

　

研
修
は
10
月
か
ら
１
月
の
間
に
実
施
し
ま
し

た
。
１
日
目
に
研
修
生
か
ら
事
業
地
と
課
題
の

説
明
が
あ
り
、
講
師
か
ら
の
質
疑
を
基
に
状
況

や
問
題
点
を
整
理
し
ま
し
た
。
２
日
目
か
ら
４

日
目
は
、
実
際
に
各
研
修
生
の
現
場
へ
行
き
、

講
師
と
と
も
に
検
討
し
ま
し
た
。
５
日
目
は
、

各
研
修
生
に
よ
る
今
回
の
研
修
を
通
じ
た
課
題

解
決
案
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
幅
広
い
視
点
で
ご
指
導
い
た
だ

け
る
よ
う
学
術
的
専
門
家
、
林
業
経
営
者
、
森

林
組
合
参
事
及
び
参
事
経
験
者
、
路
盤
等
土
質

の
専
門
家
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

研
修
生
の
課
題
は
、「
作
業
道
に
お
け
る
ぬ
か

る
み
対
策
」、「
作
業
道
の
延
長
に
よ
り
利
用
間
伐

エ
リ
ア
を
増
や
せ
る
か
」、「
択
伐
林
施
業
地
に
お

け
る
森
林
経
営
・
施
業
の
方
向
性
」で
し
た
。

▲写真②研修生と講師による作業道検討

MORINOTAYORI17



　
造
林
・
育
林
作
業
の
多
く
は
人
力
で
行

わ
れ
て
お
り
、
労
働
強
度
の
軽
減
や
労
働

災
害
の
発
生
防
止
、
作
業
の
効
率
化
を
図

る
た
め
に
は
、
機
械
化
を
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
点
で
岐
阜
県
は
令
和
２
年
度
に
林

業
用
無
人
化
技
術
の
開
発
（
造
林
・
育
林

作
業
の
機
械
化
・
無
人
化
）
を
行
っ
た
経

緯
が
あ
り
、
岐
阜
県
は
先
進
県
と
し
て
、

全
国
で
初
め
て
造
林
・
育
林
作
業
の
機
械

化
に
特
化
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
１２
月
７

日
に
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
内
容
は
国
及
び
先
進
県
に
よ
る
取
組
事

例
の
紹
介
と
意
見
交
換
会
で
、
林
野
庁
、

山
梨
県
、
長
野
県
、
大
分
県
、
キ
ャ
ニ
コ

ム
（
福
岡
県
の
機
械
開
発
メ
ー
カ
ー
）、

岐
阜
県
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
が
林
業
用
無
人

化
技
術
開
発
を
行
う
上
で
情
報
提
供
な
ど

を
依
頼
し
て
い
た
機
関
で
、
愛
知
県
や
三

重
県
、
遠
く
は
山
口
県
か
ら
も
ご
参
加
い

た
だ
き
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
参
加
者
の
意
見
は
「
造
林
・
育
林
作
業

の
機
械
化
に
特
化
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

初
め
て
で
あ
り
、
と
て
も
刺
激
を
受
け

た
」、「
全
国
の
事
例
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

勉
強
に
な
っ
た
」、「
遠
く
か
ら
参
加
し
た

甲
斐
が
あ
っ
た
」
な
ど
好
評
価
で
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
は
他
県
か
ら
も

ネ
ッ
ト
で
の
公
開
を
望
む
声
が
多
く
、
発

表
動
画
の
み
に
な
り
ま
す
が
、
森
林
文
化

ア
カ
デ
ミ
ー
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ

ル
に
掲
載
し
ま
し
た
。

　
合
計
す
る
と
約
２
時
間
の
動
画
で
す

が
、
聞
き
た
い
発
表
に
飛
べ
る
よ
う
に
目

次
リ
ン
ク
も
貼
り
付
け
て
あ
り
ま
す
の

で
、
お
時
間
の
あ
る
と
き
に
ご
覧
く
だ
さ

い
。
造
林
・
育
林
作
業
の
機
械
化
は
全
国

で
取
組
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

◆
動
画
の
ア
ド
レ
ス

https://youtu.be/a9CcoPO
m
J-M

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信

造
林
・
育
林
作
業
の
機
械
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　
　
　
　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

23

造林・育林作業の機械化シ
ンポジウムの動画はこちら
からご覧いただけます。

▼

読者の方からの質問に答えます 山林協会通信③

　森林のたよりの読者の方から次のような質問がありました
　【質問】
　若い頃から、「つぎ木」、「さし木」を趣味としており、木
曽五木の「さわら」、「ねずこ」、「あすなろ」などは良くで
きますが「こうやまき」はどうしてもうまくできません。教
えてください。
　県立森林文化アカデミーの川尻秀樹さんに聞いたところ下
記のような回答がありました。
　【回答】
　コウヤマキはアカマツなどと同様に、挿し木の発根率が非
常に困難な樹種で、発根率が３％とか数パーセントであるの
が一般的です。
　コウヤマキの挿し木は、①発根促進剤を使うこと、②挿し
穂を赤挿とする、③３月か梅雨時に挿し穂を採ること、④寒
冷紗で遮光するのが基本です。
　発根促進剤はホームセンターで、商品名オキシベロンとか
ルチエースを購入して下さい。これはほとんどの植物に利用
できます。

　また赤挿しとは、緑枝挿しに対する表現で、当年生の青々
した部分ではなく、２年生の樹皮が少し茶褐色になった部
分から発根させるものです。
　３月なら赤挿し部分を採取すればいいですが、新芽が伸
長し始める４月～６月はせず、梅雨時に赤挿し部分の挿し穂
を採ります。
　なお挿し床は鹿沼土など、栄養分のない無菌化されたも
のを利用し、遮光率50％程度の寒冷紗で日覆をして下さい。
　コウヤマキは環境が良ければ発根することなく、10か月
ほど青 と々していることも多いので、むやみに挿し穂を触ら 
ないようにし、適正な灌水を心掛けてください。

　今後も、読者の方から質問があれば、できるだけ対応し
たいと考えています。
　ご質問のある方は、下記までご連絡ください。なお、勝
手なお願いですが、質問内容が把握できるように、メール、
ＦＡＸ、葉書、手紙でお問い合わせくださるようお願いいた
します。

問合せ先：

【山林協会　瀬上】

（公社）岐阜県山林協会
〒500-8356 岐阜市六条江東2丁目5番6号
ＴＥＬ 058-273-7666　ＦＡＸ 058-273-3933
Ｅ-mail sanrinag@quartz.ocn.ne.jp
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岐
阜
県
森
林
研
究
所
●
水
谷 

和
人

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

キ
ノ
コ
の
栽
培
工
程
で
発
生
す
る
酢
酸
が

　
　
　
　
　
　
　菌
糸
伸
長
に
及
ぼ
す
影
響

　

寄
生
菌
は
酢
酸
添
加
に
よ
り
菌
糸
伸
長

が
阻
害
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

　

キ
ノ
コ
の
種
類
に
よ
っ
て
酢
酸
に
対
す

る
菌
糸
伸
長
に
違
い
が
認
め
ら
れ
る
た

め
、
キ
ノ
コ
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
オ
ガ

屑
以
外
の
栽
培
資
材
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

背
景
と
目
的

　

キ
ノ
コ
の
施
設
栽
培
は
、
オ
ガ
屑
に
フ

ス
マ
や
ヌ
カ
類
、
水
等
を
混
合
し
て
容
器

に
詰
め
、
高
圧
滅
菌
し
た
後
に
種
菌
を
植

え
て
行
い
ま
す
（
図
１
）。
現
在
、
施
設

栽
培
が
行
わ
れ
て
い
る
キ
ノ
コ
は
数
十
種

程
度
で
す
が
、
こ
れ
は
数
あ
る
キ
ノ
コ
の

う
ち
の
ご
く
一
部
で
す
。

　

シ
イ
タ
ケ
で
は
、
オ
ガ
屑
の
高
圧
殺
菌

で
発
生
す
る
酢
酸
が
菌
糸
伸
長
を
阻
害
す

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
シ
イ

タ
ケ
以
外
の
キ
ノ
コ
に
つ
い
て
は
よ
く
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
新
た
な
キ
ノ

コ
の
施
設
栽
培
化
を
検
討
す
る
た
め
に
、

キ
ノ
コ
の
菌
糸
伸
長
に
対
す
る
酢
酸
の
影

響
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
の
方
法

  

酢
酸
の
影
響
は
酢
酸
を
加
え
た
寒
天
培

地
上
で
の
菌
糸
伸
長
速
度
で
評
価
し
ま
し

た
。
対
照
培
地
は
改
変M

alt extract

培

地
と
し
、
酢
酸
の
影
響
は
対
照
培
地
に
酢

酸
を
0.2
ml
／
Ｌ
添
加
す
る
こ
と
で
比
較
し

ま
し
た
。
供
試
菌
は
主
に
岐
阜
県
森
林

研
究
所
で
保
存
し
て
い
る
も
の
で
、
５
㎜

径
の
コ
ル
ク
ボ
ー
ラ
ー
で
打
ち
抜
い
た
も

の
を
接
種
片
と
し
ま
し
た
。
培
養
温
度
は

21
℃
で
菌
糸
伸
長
速
度
を
測
定
し
、
各
条

件
５
枚
の
シ
ャ
ー
レ
の
平
均
値
を
測
定
値

と
し
ま
し
た
。

酢
酸
添
加
の
影
響

　

キ
ノ
コ
は
生
活
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
、
木

材
や
落
葉
を
分
解
し
て
栄
養
源
と
す
る
腐

生
菌
（
木
材
腐
朽
菌
や
落
葉
分
解
菌
）、
樹

木
か
ら
栄
養
を
も
ら
っ
て
共
生
す
る
菌
根

菌
、
生
き
た
植
物
や
動
物
な
ど
か
ら
一
方

的
に
養
分
を
吸
収
す
る
寄
生
菌
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
試
験
に
供
し
た
キ
ノ
コ
20
属
32

種
の
う
ち
腐
生
菌
は
14
種
、
菌
根
菌
は
15

種
、
寄
生
菌
は
３
種
で
す
（
図
２
）。

　

腐
生
菌
の
う
ち
木
材
腐
朽
菌
は
、
酢
酸

を
添
加
す
る
こ
と
に
よ

り
、
菌
糸
伸
長
が
促
進
さ

れ
る
も
の
と
弱
く
阻
害
さ

れ
る
も
の
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
促
進
効
果
が
高
か
っ

た
も
の
は
ブ
ク
リ
ョ
ウ
、

マ
イ
タ
ケ
、
ヤ
マ
ブ
シ
タ

ケ
、
チ
ョ
レ
イ
マ
イ
タ
ケ

で
し
た
。
ブ
ク
リ
ョ
ウ
は

酢
酸
添
加
で
対
照
培
地
の

1
8
8
％
の
菌
糸
伸
長
を

示
し
ま
し
た
。
一
方
、
腐

生
菌
の
落
葉
分
解
菌
の
ハ

タ
ケ
シ
メ
ジ
、
キ
ヌ
ガ
サ

タ
ケ
の
菌
糸
伸
長
は
強
く

阻
害
さ
れ
ま
し
た
。

　

菌
根
菌
は
酢
酸
添
加
に

よ
り
、
菌
糸
伸
長
が
著
し

く
阻
害
さ
れ
、
多
く
が
全

く
伸
長
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
例
外
的
に
ホ
ン
シ
メ

ジ
お
よ
び
シ
ャ
カ
シ
メ
ジ

は
酢
酸
添
加
で
も
対
照
培

地
の
95
％
の
伸
長
を
示
し

ま
し
た
。

図 -２　酢酸が菌糸伸長に及ぼす影響

図 -１　ブナシメジの施設栽培状況

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0
トウチュウカソウ

セミタケ

サナギタケ

ミネシメジ

シモフリシメジ

シモコシ

ハエトリシメジ

アカジコウ

コツブタケ

カキシメジ

アミタケ

ハナイグチ

サクラシメジ

ヌメリイグチ

マツタケ

ショウロ

シャカシメジ

ホンシメジ

キヌガサタケ

ハタケシメジ

コムラサキシメジ

ブクリョウ

マツオウジ

マスタケ

カンバタケ

スギヒラタケ

チョレイマイタケ

メシマコブ

ヤマブシタケ

マイタケ

ナメコ

シイタケB
シイタケA

酢酸無添加

0.2ml/L添加

キ
ノ
コ
の
種
類

菌糸伸長(mm/日）

寄生菌

菌根菌

腐生菌(落葉分解菌)

腐生菌(木材腐朽菌)
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国
有
林
の
現
場
か
ら

67

滝
波
谷
に
お
け
る
治
山
事
業
の
取
組

6月号
予定

6月1日発行
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● C O L U M N

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム ３月の日曜日午後、関市と各務原市にまたがる「ふどうの森」に行ってき
ました。昭和５０年代に岐阜県生活環境保全林として整備されたふどうの
森は、126haの林内に花木が植栽され、探索路や休憩所が設置されてお

り自然探究や健脚の場として利用されています。また、ふどうの森には美濃三不動の1つ迫
間不動尊があり、平安時代から信仰の場であったといわれ、老若男女を問わず迫間不動明
王から迫間不動尊への石段を登り参拝しています。

今回は、駐車場から迫間不動明王を経て、迫間山に登り八方不動尊を参拝しました。そ
の頂上からの眺めは、北は関市から美濃・飛騨の山並み、南は各務原市から名古屋方面を
眺望することができ、心が洗われる景色が広がっています。

家族連れなどたくさんの人が登っており、石段でない歩道を登っていると若い人に追い
抜かれ、平地では地面で出ている木の根に足を取られながら、一人になるとマスクを外して
自然を満喫しました。

新型コロナウイルス感染症の感染対策をしながら、少しずつ元の生活に戻ることを願っ
て日々過ごしています。

イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（202）
●山のおじゃまむし（371）

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（113）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（111）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

地域の人

　春から初夏にかけては野鳥の子育てシーズンです。野鳥のヒナの多くは、羽が生えそろうとすぐに巣立ちの練習を
始めます。ヒナは、うまく飛ぶことができるようになるまでは地面にいて、エサを取りに行った親を待ったり、羽ば
たきの練習をしたりしながら、自然の中で生きていくための様々なことを学びます。親鳥は、姿が見当たらなくても、
近くにいてヒナを見守っています。この時期のヒナを保護することは、親鳥にとっては「誘拐」になってしまいます。
羽が生えそろっているヒナを見つけたときは、子育てを邪魔しないように静かにその場を立ち去りましょう。
　また、自然に生きる野生鳥獣を勝手に飼うことは法律で禁止されています。

●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-1111（代）　環境生活政策課　生物多様性係まで

野鳥のヒナを拾わないで！

羽が生えそろっていないヒナを見つけたら？
　近くに巣がある場合は、使い捨て手袋を使うか、ハンカチやティッシュペーパーなどで
そっと包み、巣に戻してあげてください。発見場所が歩道の真ん中などヒナにとって危険な
場所の場合は、近くの木の枝の上にのせる、草むらの中に置くなどして移動させてください。
鳥をさわった後は、石鹸を使って手洗いをしてください。

「森林のたより」編集委員　山下 篤志

令
和
２
年
度
に
崩
壊
地
の
地
質
調
査
を
行

い
、
崩
壊
地
の
デ
ー
タ
も
解
明
し
て
き
た
こ

と
か
ら
、
今
後
の
復
旧
計
画
に
活
用
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

❷
取
組
の
経
過

滝
波
谷
の
荒
廃
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
は
、

上
流
域
で
は
崩
壊
地
か
ら
生
産
さ
れ
た
土
砂

が
土
石
流
と
な
っ
て
本
流
を
流
れ
下
り
、
ま

た
、
中
流
域
で
は
渓
床
部
に
あ
っ
た
土
砂
が

起
源
と
な
っ
て
土
石
流
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
が
、
現
地
調
査
に
よ
る
地
形
確
認
や
石
礫

の
分
布
状
況
か
ら
分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、平
成
25
年
と
平
成
30
年
の
航
空
レ
ー

ザ
測
量
に
よ
る
差
分
解
析
図
に
よ
り
流
域
内

令
和
４
年
１
月
26
・
27
日
に
中
部
森
林
管

理
局
主
催
の「
令
和
三
年
度
中
部
森
林
技
術
交

流
発
表
会
」が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

岐
阜
森
林
管
理
署
か
ら
は
、
板
取
川
治
山

事
業
所
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
と
共
同
で

発
表
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
発
表
概
要
を

掲
載
し
ま
す
。

❶
背
景

平
成
30
年
の
７
月
豪
雨
に
よ
り
、
板
取
川

上
流
域
の
滝
波
谷
で
は
大
規
模
崩
壊
地
が
発

生
し
崩
壊
土
砂
が
土
石
流
と
な
り
、
下
流
域

の
観
光
業
や
漁
業
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し

ま
し
た
。

滝
波
谷
は
、
平
成
16
年
度
よ
り
着
手
し
て

い
る「
板
取
川
地
区
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
」

に
隣
接
す
る
流
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和

元
年
度
に
区
域
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ト
モ
グ
ラ
フ
ィ
法
に
よ
る
解
析
で

は
、
６
地
点
で
低
速
度
帯
が
認
め
ら
れ
、
固

い
岩
盤
の
下
に
隠
れ
て
い
る
脆
い
層
を
見
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

❹
考
察

滝
波
谷
の
全
体
計
画
を
策
定
す
る
上
で
第

一
に
下
流
域
の
保
全
を
考
え
、
流
域
か
ら
の

土
砂
流
出
を
抑
止
す
る
た
め
に
、
渓
流
部
分

に
渓
間
工
を
配
置
し
ま
す
。
コ
ス
ト
縮
減
・

工
期
短
縮
・
発
生
土
砂
抑
制
に
有
効
な
工
法

で
あ
る
イ
ン
セ
ム
ダ
ム
を
採
用
し
、
そ
の
下

流
に
流
域
か
ら
の
流
木
の
流
下
を
防
ぐ
ス

リ
ッ
ト
ダ
ム
を
配
置
し
ま
す
。

崩
壊
地
に
つ
い
て
は
、
未
だ
に
活
発
な
土

砂
生
産
活
動
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
を
続
け
、
今
回
の
デ
ー
タ
を

活
用
し
な
が
ら
復
旧
方
針
の
策
定
を
図
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
岐
阜
森
林
管
理
署
）

の
土
砂
の
堆
積
や
崩
壊
地
の
侵
食
状
況
に
つ

い
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

治
山
事
業
に
お
い
て
は
、
限
ら
れ
た
工
期

と
予
算
の
中
で
最
大
限
の
効
果
が
期
待
さ
れ

る
治
山
工
事
を
確
実
に
実
施
す
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
崩
壊
地
の
現
状
を
知
り
、

今
後
の
荒
廃
の
推
移
を
把
握
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
令
和
２
年
度
に
お
い
て
次
の
調
査

解
析
を
実
施
し
ま
し
た
。

•
レ
ー
ザ
測
量
に
よ
る
差
分
解
析

•
崩
壊
地
の
地
質
構
造
把
握
の
た
め
の
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査

•
弾
性
波
探
査
に
よ
る
地
下
の
速
度
構
造
解
析

❸
実
行
結
果

地
質
構
造
を
把
握
す
る
た
め
に
７
箇
所
で

ボ
ー
リ
ン
グ
及
び
標
準
貫
入
試
験
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
付
近
の
基
盤
岩
は
中
生
代
の
溶

結
凝
灰
岩
で
、
上
部
に
は
崩
落
し
た
土
石
が

10
ｍ
前
後
の
厚
さ
で
堆
積
し
て
い
ま
す
。

弾
性
波
探
査
で
は
、
４
層
構
造
で
下
へ
行

く
ほ
ど
固
い
岩
盤
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、

３
地
点
で
は
脆
弱
な
地
層
も
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

▲トモグラフィ法による解析

▲滝波山の大規模崩壊地

▲崩壊地の源頭部

▲滝波谷の被害状況
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6月号
予定

6月1日発行
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● C O L U M N

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム ３月の日曜日午後、関市と各務原市にまたがる「ふどうの森」に行ってき
ました。昭和５０年代に岐阜県生活環境保全林として整備されたふどうの
森は、126haの林内に花木が植栽され、探索路や休憩所が設置されてお

り自然探究や健脚の場として利用されています。また、ふどうの森には美濃三不動の1つ迫
間不動尊があり、平安時代から信仰の場であったといわれ、老若男女を問わず迫間不動明
王から迫間不動尊への石段を登り参拝しています。

今回は、駐車場から迫間不動明王を経て、迫間山に登り八方不動尊を参拝しました。そ
の頂上からの眺めは、北は関市から美濃・飛騨の山並み、南は各務原市から名古屋方面を
眺望することができ、心が洗われる景色が広がっています。

家族連れなどたくさんの人が登っており、石段でない歩道を登っていると若い人に追い
抜かれ、平地では地面で出ている木の根に足を取られながら、一人になるとマスクを外して
自然を満喫しました。

新型コロナウイルス感染症の感染対策をしながら、少しずつ元の生活に戻ることを願っ
て日々過ごしています。

イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（202）
●山のおじゃまむし（371）

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（113）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（111）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

地域の人

　春から初夏にかけては野鳥の子育てシーズンです。野鳥のヒナの多くは、羽が生えそろうとすぐに巣立ちの練習を
始めます。ヒナは、うまく飛ぶことができるようになるまでは地面にいて、エサを取りに行った親を待ったり、羽ば
たきの練習をしたりしながら、自然の中で生きていくための様々なことを学びます。親鳥は、姿が見当たらなくても、
近くにいてヒナを見守っています。この時期のヒナを保護することは、親鳥にとっては「誘拐」になってしまいます。
羽が生えそろっているヒナを見つけたときは、子育てを邪魔しないように静かにその場を立ち去りましょう。
　また、自然に生きる野生鳥獣を勝手に飼うことは法律で禁止されています。

●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-1111（代）　環境生活政策課　生物多様性係まで

野鳥のヒナを拾わないで！

羽が生えそろっていないヒナを見つけたら？
　近くに巣がある場合は、使い捨て手袋を使うか、ハンカチやティッシュペーパーなどで
そっと包み、巣に戻してあげてください。発見場所が歩道の真ん中などヒナにとって危険な
場所の場合は、近くの木の枝の上にのせる、草むらの中に置くなどして移動させてください。
鳥をさわった後は、石鹸を使って手洗いをしてください。

「森林のたより」編集委員　山下 篤志

森林・林業関係イベントカレンダー（5月） 林業者向け

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

5月11日㈬
チェーンソーを用いて
行う伐木等の業務従事
者安全衛生教育
（３～５年従事者再教育）

●講習時間：学科・実技　8:50~16:50
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：12,430円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話  058-275-0192　FAX  058-201-1195

5月17日㈫ 刈払機取扱作業者
安全衛生教育

●講習時間：学科　  8:55~15:20
　　　　　　実技　15:30~16:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,550円（本代含む）（振込み）
●定　員：40名（定員になり次第締め切ります。）

ＪＡひだ吉城営農センター（飛騨市古川町上野 571-1）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話  058-275-0192　FAX  058-201-1195

5月18日㈬～
5月20日㈮

伐木等の業務
（チェーンソー）に
係る特別教育

●講習時間：18日　学科　　8:50~17:10
　　　　　　19日　学・実　8:50~12:00
　　　　　　20日　実技　　8:30~17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：23,870円（本代含む）（振込み）
●定　員：40名（定員になり次第締め切ります。）

18 日（学科）19 日（学 ･ 実）
ＪＡひだ吉城営農センター（飛騨市古川町上野 571-1）
20 日（実技）
県森連飛騨林産物共販所（高山市新宮町 112-7）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話  058-275-0192　FAX  058-201-1195
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市況

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

外材市況（3月期）

樹　種 樹　種規　　格 価格 規　　格 価格

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）
米　栂
米ひば

ヘム（アラスカ産）
ポール

396
378

日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

（単位：円）

1㎥当り（価格単価：100円）

製品卸売標準価格（3月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱
間柱
土台

柱

柱

前月
比較

等級
長 巾 高
寸法（mm） m3当り

価　格

3000

3000

4000

3000

3000

6000

3000

3000

100,000

100,000

130,000

120,000

180,000

167,000

163,000

→

→
→

→

→

→

→

105

105

105

120

120

120

105

120

105

30

105

120

120

120

105

120

１等
１等
上1等
特等

上1等
国産５層

国産５層

（東濃桧）
特等

　各需要先の素材入手難を見越し、前回同様活発な入札となった。スギ4
ｍ元木中目、尺上良材は応札多数で強気、40cm上についても強含み。ス
ギ並材3ｍ・4ｍとも需要高、価格は強保合。3ｍ（16～22cm）直造材が有
利。スギ ラミナ向け3ｍ・4ｍ材は需要高。4ｍ材は素材不足から強保合。ヒ
ノキ柱材、土台向け継続して弱保合。直造材が有利。4ｍ中目（24～
28cm）についても弱保合。ヒノキ2.2ｍ元木（26cm上）、直小曲、需要あ
り。合板向けはスギ、ヒノキ継続して需要高。製紙向けパルプ材、発電向け
未利用材ともに原木不足感が強く需要高。（岐阜）　

　合板向けが依然として強含み。スギ製材向け柱取り、中目材も高止まり
している。ヒノキは保合、良材については応札旺盛。カラマツ・マツ引き合い
が強い。ヒメコ・マツは伐採シーズンが終わり出材減少。広葉樹は出材量も
多く並材良材ともに応札旺盛。特にクリ、ナラ２ｍ・４ｍ（30cm上）応札旺
盛。（飛騨）

　全般的に、ヒノキ・スギ、並材は、応札旺盛にて保合。ヒノキ高齢材及び
枝打材などには上向き気配にて強気。ヒノキ柱・土台の構造材については
弱含みだが今後の動向に留意。ヒノキ3ｍ・4ｍの30ｃｍ上は、需要があり価
格は強含保合。ヒノキ2ｍ（30ｃｍ上）は、良材は引合いがあり強含み。スギ
材は売りやすく大径材は売れ行き堅調も単価は保合。合板向けはヒノキ・ス
ギ継続して需要高。（東濃）　

【商況】

木 材 用 語 一 口 メ モ

木質バイオマスのエネルギー利用効率は発電で40%程度まで、熱は90%以
上と高率になる。熱需要は一般家庭や店舗、病院等では暖房、給湯等がある。
産業用は重油や石油等の代替燃料として熱需要があり、木材・建材業界では
木材乾燥用の蒸気として製造副産物（製材端材等）が利用されている。

熱利用

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所
単位：円（1㎥当たり）

回　　数
共販所名

長さ 径 平均値 高値 備考樹種

第1789回

4月5日

4月6日

4月7日

岐
阜
共
販
所

第1371回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ

くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

16～18㎝

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

16～18㎝

20㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～20㎝

24～28㎝

30㎝以上

30㎝以上

24㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

13㎝以下

24～28㎝

30㎝以上元

18～22㎝

22～28㎝梁

30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

5ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

単価は直材

価格、但し

平均値は並

材二番玉価

格

－

－

－

－

33,000

－

－

－

－

－

－

－

－

－

19,300

－

－

－

36,600

－

－

21,000

－

47,200

－

18,000

18,000

42,000

37,000

36,000

－

－

45,000

－

－

－

17,000

16,000

17,800

17,500

15,800

－

30,500

26,000

29,500

23,400

23,000

－

17,000

17,000

16,000

30,700

29,000

23,500

23,200

36,000

13,000

14,000

18,000

15,000

17,000

17,000

14,500

30,500

23,000

27,000

10,000

23,500

27,000

36,000

8,000

10,000

第1703回

東
濃
共
販
所

木材市場

450
432弱

3,308

945

5,733

5,184

15,552

5,500

7,000

（参考）日刊木材新聞社　木材・建材用語辞典

TEL 058－215－0681   FAX 058－215－0682

「全面緑化」のり枠工で、防災・環境保全に貢献します。

http://www.ibiden-greentec.co.jp
TEL 0584-81-6111　FAX 0584-74-1971

軽量・経済的！！
山林作業道の足場確保に活躍中です。

〒701－0213 岡山市南区中畦1186
TEL.086－298－2281
FAX.086－298－2121
e-mail  order@ripro.co.jp
ホームページ／www.ripro.co.jp

Wボート 超軽量＆取っ手付で
人手削減！ 最小限の人員で設営・撤去できます。
騒音緩和！ 素早く軽快に設営・撤去できます。
コスト削減！ クレーンなど重機不要、輸送費も減らせます。

強靭な耐荷重＆しなやかで加工も可能
信頼性抜群 荷重・曲げ・衝撃にも強靭です。
曲がっても復元

国土交通省NETIS 登録番号
（新技術情報提供システム） CG-15003-A

下地追従性に優れ、様々な土地に対応します。

㈹

その他山用グッズ多ございます。
ご要望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
総合カタログ無料発送いたします。

樹脂製敷板

国土交通省NETIS
「平成30年度 推奨技術」

累計施工実績

100万㎡以上!

緑豊かな森  林づくりもり
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